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○事務局 本囲ま、 ご多忙の中、 お集ま り 頂き ま して誠にあ り が と う ございます。 会議を

開始する前に資料の確認をお願い致します。

今、 お手元の書類ですが 、 上か ら 出欠一覧が ございます。

次にク リ ッ プで止ま っている資料が ございま して、 上か ら次第、 本体資料がございます。

続き ま して資料 1 と 致 しま して、 新生児蘇生について (案) と い う 資料でございます。

続き ま して資料 2 と して 、 分娩中に胎児心拍数聴取について (案) と い う 資料でござい

ます。

　　　　 　　　　　　　　　　　　
ざいます。

資料 5 と して 、 産科医療補償制度の補償対象事例における脳↑艶麻痺発症の主た る原因に

ついて (案) と い う 資料でございます。

最後に資料 6 と して 、 脳小型麻痺発症の主たる原因の考え方について と い う 資料でござい

ます。

乱丁 ･ 落丁な どございま した らお申 しつけ下さい。

1 . 開会

○事務局 それでは、 定刻にな り ま したので、 ただいまか ら第20回産科医療補償制度再発

防止委員会を開催致します。

それでは、 池ノ 上委員長に進行をお願い致します。 よ ろ し く お願い します。

○池ノ 上委員長 それでは、 ち ょ っ と 遅れま したが、 明けま しておめで と う ございます。

本年も ど う ぞよ ろ し く お願い致します

また、 先生方、 新年早々 、 この忙 しい時期に も関わ らず、 ご出席頂き ま してあ り が と う

ございます。 次の報告書の作成に向けて これか ら ピッチを上げていき たい と い う ふ う るむ思



っ てお り ますので、 ど う ぞ活発なご議論を頂きたい と 思います。

では、 まず、 新生児蘇生についてでございます。 事務局のほ う から説明をお願い致しま

す。

2 . 議事

1 ) ｢テーマに沿った分析｣ について

( 1 ) 新生児蘇生について

○事務局 (御子柴) 事務局でございます。 新生児蘇生について 2 巡 目 の ご審議 と な り ま

す。

前回ご指摘頂きま して、 前回が1 5件 と い う こ と で分析対象が少なかった と い う こ と が ご

ざいま したので･ テ-マ“焦点を余 り 絞 り 過ぎず、 今回遭取れて同 。 く 基本の と
こ ろに戻って提言をする と い う こ と と と して 、 ま た今回新たな切 り ロ も あれば加えて と い

う こ と で取 り ま と めてお り ます。

前回お示し したも のに、 概況の と こ ろ を再発防止委員会 と しての分析 と い う こ と で少 し

加え、 タ イ トルを付けてお り ます。

( 1 ) と して ｢分析対象事例について｣ と い う こ と で、 原因分析報告書の記載について、

まず、 出生後に低酸素 ･ 酸血症が持続した事例、 その他に出生後の原因 ･ 要因があっ た事

例な どの概観を 2 ページ 目 の表○ -○- 1 と してお示 し してお り ます。

ただ し 、 出生後のこ う いっ た低酸素 ･ 酸血症が蘇生のみで殉峯決 される と い う こ と ではな

い と い う こ と と 、 必ず し も蘇生が原因 と なっ て持続した と い う こ と ではない と い う こ と は

あ り ますが 、 一つの概況と してお示 し してお り ます。

2 ページの中ほ どか ら 、 出生時の臍帯動脈瞳L液ガス分析値について取 り ま と めてお り ま

す。 表○-○- 2 と 2 ページの下にお示 し してお り ますも のが、 分析対象事例の う ち臍帯

動脈瞳L液ガス分析が行われた事例のデータ の平均値と標準偏差をお示し してお り ます。 ぺ



ージをまたいでお り ますが、 3 ページの上方には p H値の分布をお示 し してお り ます。 分

析橡‘かは 。診平均値辺1で執 齦就以上であ.た事例力逼咀
■lであ , ま “た。

3 ページ (2 ) と 致 しま して 、 施設区分と小児科医の立ち会い等の分娩時の状況 と い う こ

と で、 人 口動態については前回の第 1 回報告書 と 同様にお示し してお り ますが、 小児科医

がいない , 考え られ･産科診断、 弱いは助産所と い う 事例が■lあ とい う こ と で
す。 ま た 2 点 目 と しま しては、 原因分析報告書の作成にあたって収集してお り ます情報

の中で、 分娩開始から児の出生に至る まで関わった医療従事者について と い う こ と で質問

書においてあった返答を取 り ま と めてみる と 、 小児科医の関与がなかった と考え られる事

例が あった と い う こ と が概況と なってお り ます。 こ う いっ た こ と から も全

ての分娩に蘇生を開始でき る ス タ ッ フが立ち会 う こ と が必要だ と い う こ と で結びと してお

り ます。

(3) と 致しま して、 こ ち 封土集計表 と重な る と こ ろ も あ り ますが、 実施された新生児の

蘇生処置についての概観をお示し してお り ます。 表 4 が新生児蘇生処置の内訳 と なってお

り ま して、 こ ち ら は出生時、 出生後30分以内に実施した処置について取 り ま と めた件数と

なってお り ます。

4 ページ下のほ う か ら気管挿管の状況と い う こ と で、 前回はこ ち ら を再挿管の事例につ

いてかな り 詳 し く 記載してお り ま したが、 再挿管 自体が余 り よ く ない こ と と い う ふ う に見

える と い う ご意見も あ り ま したので、 気管挿管の実施数及び再挿管 していた事例の概観を

お示 し してお り ます。

大変申 し訳ございません。 5 ページ上から 3行割こ○ と い う こ と で数字が入っていない
. - 1

と こ ろがございま して 、 こ ち ら が再挿管を行った事例が■■でN■--■ と い う こ と で、 ■

圃だと い う こ と にな×お り ます。
再挿管の理由 と しま しては、 食道挿管はも ち ろんの こ と 、 チューブの位置やチューブの



閉塞、 あ と は移動前後の抜去、 サイ ズ変更な ど と いった理由で再挿管が行われてお り ま し

た。

こ ち ら を取 り 上げた理由 と致 しま しては、 再挿管がいけない と い う こ と ではな く 、 バ ッ

グ ･ マス ク で 9 割が蘇生可能である と言われてお り ますので、 無理に挿管を続けた り です

と か、 再挿管をむやみに何度もする よ り もバ ッ グ ･ マス ク に早めに切 り 替えま し ょ う と い

う と こ ろで、 基本の人工呼吸をき ちん とや り ま し ょ う と い う こ と への提言の動機付け と し

て記載してお り ます。

その下、 (5) ア ド レナ リ ン投与の状Z兄 こ ち ら そ こつき ま しては、 前回お示 し した も のの

積み上げの よ う な形 と なっ てお り ます。 主にはその投与において投与方法、 網略、 希釈、

量、 体重換算、 そ う いった も のをき ちん と正 し く 認識 して投与して下さい と い う こ と の提

言の動機付け と して 6 ページに表○一○- 7 と 致 しま して、 ア ド レナ リ ン投与があった事

例における投与状況をお示し してお り ます。 ア ド レナ リ ン投与におき ま しては、 何回か、

複数回 1 事例に対して投与している と い う こ と も も ち ろんあ り ます し、 途中で投与経路な

どが変更 されている と い う こ と も ございますので、 件数と い う こ と ではな く て重複あ り の

延べの投与件数をお示 し してお り ます。

　　　　　　　　　　　　　
とで総計をお示 し しています。

その中で投与量、 希釈 と か用量が少なかった も のが何件か、 基準内だった も のが何件か、

多かった も のが何件か、 と い う こ と をお示 し した表になってお り ます。

その他、 色のついていない、 白抜き になっている箇所は、 投与経路は分かるんですけれ

ども 、 量や希釈が分か らなかった も の 、 あ るいは基準 と してお り ますガイ ドライ ンでは投

与経路 と してお り ません ロ膣への投与ですと か、 心臓への注入ですと か、 筋･生 そ う いっ

た も のについては評価ができ ませんけれども 、 一応、 件数を総計でお示 し している も のに
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な り ます。

こ う いっ たア ド レナ リ ン投与については、 日 常的な処置ではないけれども 、 心肺停止か

ら の回復には欠かせない処置 と い う こ と で確実に投与 しま し ょ う と い う 動機付け と してお

り ます。

7 ページ以降は前回お示 し している事例 1 、 2 に加えま して、 9 ページに事例 3 と い う

こ と で今回新たに加えてお り ます。 最終的には、 全体の報告書のボ リ ューム も検討致しま

して、 よ り よ い事例を記載したい と考えてお り ますけれども 、 事例の実際の状況が よ り 伝

わる も のを選定したい と考えてお り ますので、 一例 と してお示し してお り ます。

1 1ページ以降か らは、 原因分析報告書における記載の抜粋と なってお り ます。 前回のご

審議の際に原因分析報告書か らの抜粋なのか、 再発防止委員会か らの提言、 記載内容なの

かと い う こ と が分か り に く い と い う ご指摘がございま した。 今回は、 原因分析報告書か ら

引用 した も のに関 しては二重線で囲みを してお り ま して 、 かつ各囲みの上に 【原因分析報

告書よ り 一部抜粋】 と い う こ と で付記してお り ます。

こ ち ら は記載をカテゴ リ ー分け してお り ますけれども 、 基本的なガイ ドライ ンに沿った

蘇生の実施について と い う こ と で ( 1 ) 。

1 2ページか らは、 気管挿管について。 挿管については、 やは り 有効でない挿管を続けて

いた事例、 挿管後にき ちん と正 し く 挿管 されているか ど う かの評価がな されていなかった

事例、 あ と は再挿管を繰 り 返 した事例です と か、 バ ッ グ ･ マス クへの切 り 替えを行わなか

った こ と な どについての言鮖亜が ございま した。

1 3ページ、 (3) ア ド レナ リ ン投与につき ま しては、 前回の審議時同様に、 投与の適応、

投与量、 希釈、 経路と い う こ と で取 り ま と めてお り ます。 全体像 と しま しては、 やは り 適

応については心拍数が100回以上ある に も 関わ らず投与していた事例、 気管投与において

高用量ではな く 、 量が少なかった事例な どが ございま した。

次、 1 5ページか らは原因分析報告書の ｢検討すべき事項｣ において記載されている も の

に
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の抜粋と なってお り ます。 こ ち ら も 同 じ く 囲み と右上に 【一部抜粋1 と い う こ と を付記 し

てお り ます。 こ ち ら も こつき ま しては、 アルゴ リ ズムに沿った蘇生の実施、 挿管 と かア ド レ

ナ リ ン投与について。

1 6ページ以降は、 新生児蘇生法の講習会についての指摘が ございますので、 受講 しま し

ょ う と い う こ と 。 今回は前回の提言に加えて、 ただ受講する と い う こ と だけではな く 、 受

講後に も継続的な学習を して頂 く と い う こ と をでき るだけ提言の中に盛 り 込めた ら と考え

てお り ますので、 こ ち らイ . の と こ ろに受講後の継続的な学習 と して原因分析報告書の記

載を引用 してお り ます。

1 7ページか ら は、 学会 ･ 職能団体への要望 と い う こ と で、 蘇生法の講習会の普及 と受講

促進ですね。 (2) に知識や技術の継続的な学習 と その評価について。 (3) と して蘇生法の内

容について。

1 8ページか らは、 国 ･ 地方 自治体への要望と い う こ と で、 全体的には学会等への支援 と

な るか と 思いますが、 器具の整備 と かの支援 と なってお り ます。

19ページか ら 、 新生児蘇生に関する現況と い う こ と で、 1 9ページ2) の下に図○-○- 2

と致しま して、 出生時の仮死を死因 とする早期新生児の死亡率とい う こ と で、 第 1 回の報

告書でお示し した も のを更新した表 と なっ てお り ます。 20 1 1年にかけま しては、 一応減少

傾向にあ る と いった と こ ろにな り ます。

20ページ以降はガイ ドライ ンの こ と について主な もの を記載してお り ま して 、 2 1ページ

か らは、 今回ポイ ン ト と して挙げま した挿管の こ と について、 挿管の適応ですれ あ と は

挿管後にき ちん と確認を して頂きたい と い う こ と で、 田村委員のガイ ドライ ンのテキス ト

か ら挿管の確認方法について記載してお り ます。

( 3 ) のア ド レナ リ ン投与について も同様に、 今回の事例で得られた教訓 と して 、 投与量

です と か希釈 と いった と こ ろが異なっていた事例があ り ま したので、 ア ド レナ リ ン投与の

適応 と投与方法、 投与量等について記載してお り ます。



23ページ以降は、 蘇生が う ま く いかなかった と き にはき ちん と応援要請を しま し ょ う と

い う こ と み こ向 けて 、 (4) ｢産婦人科診療ガイ ドライ ン｣ を抜粋した部分の 9 番 と して 、

｢新生児の健康に不安があ る場合は新生児医療の経験のある 医師に相談する ｣ と い う こ と

が推奨されてお り ますので、 児の状態の改善が得 られない と き には応援要請を しま し ょ う

と い う こ と を記載してお り ます。

24ページか ら 、 日本周産期 ･ 新生児医学会 ｢新生児蘇生法講習会｣ の情報について記載

してお り ま して、 第 1 回の報告書か ら更新した も のを24ページに記載してお り ます。 ペー

ジが分かれて 申 し訳ございませんが、 25ページに今回新たに事業推移、 受講者数だけでな

く 、 イ ンス ト ラ ク ター数、 認定者数をお示し した も のです。 あ と 開催件数と なってお り ま

す。 こ ち ら はホームページから 引用 させて頂いてお り ます。

その下に、 分娩に関わる全てのス タ ッ フが受講しま し ょ う と い う こ と で提言してお り ま

すので、 職種娚-｣の受講状況 と い う も の を累積で 9 月 末までのデータ をお示 し してお り ます。

こ ち ら は田村委員か ら頂き ま した情報で取 り ま と めた も のになってお り ます。

その他 と い う こ と で、 今回継続学習についてポイ ン ト を挙げてお り ますので、 25~26ペ

ージにかけて継続学習の一つ と して e - ラーニングの こ と です と か、 現在はイ ンス ト ラ ク

ターを中心に行っている と い う こ と でございますが、 フォ ロ ーア ップコースの開催な ど “こ

ついて記載してお り ます。 またこ ち ら も新たな取 り 組み等がございま した ら 、 ご意見のほ

う を頂戴して追記したい と思います。

6) につき ま しては、 新生児蘇生に関連して各関係学会 ･ 団体の取 り 組み と い う こ と で、

先生方か ら本 日 ご意見を頂戴しま して新たに記載したい と 考えてお り ますが、 石渡委員長

代理から医会においての取 り 組み と して 、 コ メ ディ カル生涯教育において新生児蘇生法の

講習会を開催されている と い う情報を頂き ま したので、 そち ら を記載してお り ます。

ただ、 地方ですと か、 その他の団体等での取 り 組み状況について も記載して、 現状、 需

要に対してその供給が充足 されている のかど う か と いった と こ ろ も 、 先ほ どのN C P Rの

ワ
‘



講習会の開催状況 と併せて概観がお示 しできればと考えてお り ますので、 先生方か ら ご意

見を頂戴できればと考えてお り ます。

○市塚客員研究員 続き ま して27ページ、 以上の説明か ら再発防止および産科医療の質の

向上に向けて と い う こ と で、 最初、 冒頭の部分は新生児蘇生が主たる原因の事例はあ り ま

せんでしたが 、 増悪因子 と して否定でき ない事例もあった こ と 、 よ り よい新生児蘇生で児

の症状改善につなが る可能性がある と い う こ と であ り ますので、 適切な新生児蘇生法は大

事である と い う こ と を冒頭で述べてあ り ます。

大切な処置であ り ますが、 今回分析対象の多 く は産科医のみで分娩および初期蘇生を行
.一一

っている■■、 ■■■■■ -----は産科医だけでやっている と い う こ と にな り ます

ので、 分娩に立ち会 う 医療者が新生児蘇生を身につけ る こ と が重要であ り 、 新生児蘇生は

講習で正しい新生児蘇生を身につけ、 手技は訓練を通 じて継続し的に維持する と い う こ と が

大事です と い う こ と を次の部分で述べてお り ます。

第 3 番 目 の と こ ろでは、 N C P R は正しい手順、 また正 しい手技で行 う と い う こ と が書

いてあ り ます。

27ページ、 最後の と こ ろは、 処置を した後はその施した処置が正しいも のであったか、

児の改善がみ られるかど う か言鮖価する こ と が大事であ る と い う こ と が書いてあ り ま して 、

改善 しない場合は、 なぜ改善しないか、 原因検索をする 。 ま た 、 必要に応 じて小児科医依

頼や搬送の手配をする と い う こ と を記載してあ り ます。

28ページには、 これ ら新生児蘇生処置の状況を適正に記録する こ と が大事と い う ふ う に

させて頂き ま した。 やは り 、 中には新生児蘇生処置の状況を どの よ う な方法で誰が行った

か記載されていない事例が散見 されていますので、 こ う いっ た場合、 正 しい原因分析もで

き ませんので、 ぜひ記載して下さい と い う ふ う に書いてあ り ます。

第 1 回再発防止に関する報告書では、 分娩を取 り 扱 う 病院では診療所、 助産所の全てで

施設において分娩に携わる全ての産科医療関係者が正しい新生児蘇生法を身につけ る こ と



を提言しま した。 参考と して第 1 回の再発防止に関する報告書を付記してあ り ます。 その

ためには、 講習を受け、 必要物品を揃える必要がある と い う こ と も第 1 回の報告書で述べ

てお り ますが、 今回はそれに加え、 新生児蘇生に関 して産科医療の質の向上や脳性麻痺発

症の再発防止を図るために、 次の通 り 取 り ま と めてお り ます。

1 ) と して産科医療関係者に対する提言 と しま して、 ( 1 ) これは再提言にな り ますが、 新

生児蘇生については気管挿管や薬物投与な ど、 高度な技術を要する処置も あ り ますが、 ま

ずバ ッ グ ･ マス ク換気 と胸骨圧迫までは全ての産科医療関係者がアルゴ リ ズムに従って実

施しま し ょ う と い う ふ う そ こ してお り ます。 く どいよ う ですが 、 バ ッ グ ･ マス ク換気だけで

90%は蘇生可能 と も言われてお り ますので、 まず、 バ ッ グ ･ マス ク 、 胸骨圧迫までは全員

ができ る よ う “こする と い う こ と です。

(2) 気管挿管について。 で気管挿管が行われてお り ますが、 中には しな く

て も いい事例 も入ってお り ます。 したがいま して、 適応を正し く 判断して、 必要な ものに

は正し く 行いま し ょ う と い う ふ う に①で書かせて頂き ま した。

② と しては、 挿管 した後は、 その挿管が正し く 有効に働いているかど う かを石高認しま し

ょ う と い う こ と を書かせて頂き ま した。 移動後にチューブの位置が変わる こ と も あ り ます

ので、 そ う いった と こ ろ も しっか り 評価 しま し ょ う と い う こ と です。

③ と しては、 適切な挿管が困難と判断した場合、 も し く は挿管に よ る効果がみ られない

場合は無理に再挿管せず、 まず、 バ ッ グ ･ マス ク に切 り 替えま し ょ う と い う ふ う に してお

り ます。

(3) ア ド レナ リ ン投与に関 しま しては、 やは り これも適応をき ちっ と守る と い う こ と で

①に記載 させて頂いてお り ます。 正 しい適応の下、 ②には投与経路にあわせて正しい投与

方法、 これは用量ですと かについて確実に投与する と い う こ と です。

(4) は蘇生後も随時に児の状態を適切に評価 し、 やは り 改善が見 られない場合は他の原

因検索も行 う と い う こ と です。
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(5 ) 新生児蘇生法講習会の受講後も 、 緊急時にいつでも実践でき る よ う る こ継続的に知識

の習得を図る 、 あ るいはシ ミ ュ レーシ ョ ンな割こ よ る手技の衞鶴認を行 う と い う こ と で、 新

生児蘇生に出 く わす機会はそ う は多 く はあ り ませんが、 必要な と 割こでき る よ う る こいつで

も準備を しておき ま し ょ う と い う こ と です。

2 ) 、 今度は学会 ･ 職能団体に対する要望と しま しては、 ( 1 ) 新生児蘇生法講習会を主催

でき ない小規模施撻設等に所属する産科医療関係者に も受講の機会が平等に与え られる よ う 、

学会 ･ 職能団体を通 じて開催の機会を促進する こ と を要望 させて頂き ます。 実際、 あ る程

度の大学病院ですと か地域基幹病院であれば狐割こ新生児蘇生法言認習会を開催 して 、 今は

オープンになっている と こ ろ 、 一般公募している と こ ろがかな り 少な く 、 ク ロ ーズ ドで行

われている現状が多い と い う ふ う に思われますので、 やは り 一般公募で誰でも参加でき る

よ う にお願い したい と い う こ と です。

(2) 受講後も糸臘売的な学習や技術の維持へ向けて e 一 ラーニングやフ ォ ローア ップコー

スの存在を よ り 周知する こ と を要望する と い う こ と で、 1 回受講 して、 認定 して も ら っ て 、

｢はい 、 終わ り ｣ では、 中々実践に即 した新生児蘇生を行 う こ と ができ ませんので、 引 き

続き e - ラーニング、 フォ ロ ーア ップコース と い う も のがあ り ますので、 それを知 ら ない

先生方 ･ 医療関係者が多いと思いますので、 よ り こ の コースの存在を周知する こ と を要望

させて頂いてお り ます。

(3 ) こ ち ら は少 し具体的にな り ますが 、 ア ド レナ リ ン投与方法について必要時に確実な

投与ができ る よ う & こ 、 分娩室に掲示 される ｢新生児蘇生のアルゴ リ ズム｣ のポス ター と い

う も のがあ り ます。 これにはア ド レナ リ ン投与 と い う 記載はあ り ますが、 具体的な用量 ･

用法が書いてあ り ませんので、 も しそ こ に用量が書いてあれば、 よ り 具体的に我々 、 新生

児が蘇生が必要な と き 、 ア ド レナ リ ン投与が必要な と き に有用な も の 、 ツールにな る ので

はないか と い う ふ う に考えま したので、 ( 3 ) と して こ の こ と を要望させて頂いてお り ます。

3 ) 国 ･ 地方 自治体に対する要望ですが、 これは新生児蘇生法に関する講習会の開催の普
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及および受講後の継続学習が可能 と なる よ う 、 適切に支援を して下さい と い う こ と を要望

させて頂き ま した。 以上です。

○池ノ 上委員長 ど う も あ り が と う ございま した。 新生児蘇生について原因分析委員会か

ら の報告をま と めて頂いて 、 ただいま ご説明頂き ま した。 いかがで し ょ う か。 何かご発言

ございますか。

○川端委員 16ページの国 ･ 地方 自治体への要望の と こ ろですが、 ( 1 ) で新生児蘇生法の

普及及び新生児蘇生体制への支援 と い う ふ う に書いてあ り ますが、 産婦人科医が非常に困

っている のは、 新生児 ･ 未熟児を専門 と する小児科医が中々いない と い う こ と でございま

して、 そち ら のほ う の支援な り 何か方策を盛 り 込んで頂けた ら と思 う のですが 、 いかがで

し ょ う 。

○池ノ 上委員長 いかがですか。 小児科医の先生の立ち会いについて、 別の と こ ろ に何か

触れていま したかね

○市塚客員研究員 27ページの産科医療の質の向上に向けて と い う と こ ろで、 でき るだけ

早 く 小児科医の応援要請や搬送の手配を行 う こ と が重要であ る と い う 一文があ り ますが、

具体的な項 目 立て と しては記載があ り ませんので、 も し必要であれば、 それを最後のま と

めの国 ･ 地方自治体への要望と い う と こ ろに載せて頂きたい熱沈思います。

○川端委員 小児科医の育成 と い う こ と 、 それをぜひ国 と して推進する よ う な こ と を考え

て頂きたい と思います。

○池ノ 上委員長 分か り ま した。

○ 田村委員 今の川端委員のご意見は我々 と しては非常に心強いお話です。 厚労省のほ う

か ら も 、 ｢全体的に新生児科医が少ないので、 それをいかに増やすかのアイディ アを出 し

な さい。 ｣ と 言われているんですけれども 、 色々 と お金がかかる よ う なお話にな る と 、 今

は経済的に厳しい状況なので、 厚労省に も 中々実施していただけません。 比較的お金をか

けずにでき る方法と して 、 小児科の専門医の履修条件に、 例えば赤ちゃんの分娩立ち会い
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を何名する と か、 必ず新生児領域のN I C Uの研修を 1 カ月 か 2 カ月 少な く と も一定期間

義務付けて頂ける と 、 一般の小児科の医師でも赤ちゃんの蘇生をすぐでき る と い う ふ う る こ

な る と思 う んです。 日 本レ｣ ＼児科学会 と してそ う い う こ と を して頂けないかと 、 厚労省の救

急周産期医療対策室の方も五十嵐会長の と こ ろにお願いに行って頂いたんですけれども 、

五十嵐会長か ら してみる と ｢小児科学会 と い う のは新生児だけ じゃな く て色々 な科の分野

があるので、 それぞれの と こ ろか らの要望を全部入れている と 、 と て も専門医の研修は今

の 5 年間では無理だ。 ｣ と い う よ う な こ と で、 正直言って余 り いい レスポンスが今の と こ

ろ頂けていません。

でも 、 ぜひ今回の報告書の中で ｢ 日 本小児科学会の専門医の コースの 中に新生児の蘇生

を含めた研修を必須とする 。 ｣ こ と 入れて頂く と 、 一歩前進になる と思いますので、 ぜひ

お願い したい と思います。

○池ノ 上委員長 中々踏み込んだ提言 と い う こ と で、 これは産科ばか り じゃ な く て小児科

の医師もみんなが蘇生でき る よ う にな る と 。 そのほ う が よ り た く さ んの人ができ る よ う ゐ こ

な る ので、 産科医も同 じよ う に蘇生ができ る よ う な ト レーニングを、 産婦人科専門医の ト

レーニングの中にぜひ入れたい と い う よ う な こ と も併せて、 それぞれの産婦人科、 小児科

専門医の研修、 専門医の研修ですね。 プロ グラ ムの中に入れる な ど、 養成に努めて頂きた

い と い う こ と を入れられますか。 いかがで し ょ う 。 岩下委員、 いかがですか。

○岩下委員 可能だと思 う んです為 必要な技能の習得と い う こ と なので。

。池ノ 上委員長 やは り 、 こ うもて醐と ･事例が集“ってまい ' ます と ･ やは り そ
の蘇生に携わった医師、 大体半分ち ょ っ と産婦人科医のほ う が多いのかも しれませんけれ

ども 、 産婦人科医も小児科医も こ う い う 場面に遭遇 している と い う 事実がはっ き り してき

ますので、 やは り これは非常に重要な ト レーニングの一環 と しては見過ごすこ と はでき な

いだろ う と い う こ と で、 こ の再発防止委員会のほ う か ら の提言の中に、 それぞれ新生児蘇

生もでき る よ う なプロ グラ ム を入れてほ しい と い う よ う な こ と まで踏み込んで書いて頂 く
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と 。 いかがですか、 事務局のお考え と しては。

0市塚客員研究員 そ う ですれ 川端委員がおっ しゃ った こ と はすご く 大事だと思います

し、 なお、 田村委員が言って く ださ っ た こ と は速効性もある と思 う んです。

ただ、 こ ち ら の原因分析報告書か らは具体的にそ う いった記載が全く 今の と こ ろないの

が現状なんですが、 すご く 貴重な意見だと思います。 それに近い意見 と しま して、 総合お

よび地域周産期母子医療センターにおける設備、 産科医、 新生児科医、 産科主任、 麻酉騙斗

医の確保な ど、 いわゆ る超緊急帝王切開の体制整備が望まれる と か、 そ う いった、 今、 お

っ しゃっ た先生の意見に近いもの を抜粋してそ こか ら提言に持ってい く と い う よ う な形が

でき るかな と い う ふ効こ思っています。

○池ノ 上委員長 しかし、 原因分析委員会は個々 の事例を見てお られる ので、 全体像を見

るチ“ '“ と い う のはないわけですよれ ■を集めて 、 そ“事伊ゆ蘇生状況はど う だ
ったかと い う のを検討でき る のはこ こ の委員会だ と い う こ と なので、 原因分析委員会が

個々 の事例で蘇生の状況はこ う で した よ と 、 問題点が こ こ にあ り ますよ と い う こ と を出 し

て頂いたので、 それをま と めている と い う 格好か らい く と できそ う な気がするんですけれ

ども 。

○市塚客員研究員 委員長がそ う 言って頂け る のであれば、 それはすご く 非常に大事な意

見だと思いますので、 是非載せる方向で考えていきたいと思います。

○池ノ 上委員長 あ り が と う ございま した。 板橋委員、 いかがですか。 蘇生の これは。

○板橋委員 基本的に どの小児科医も新生児の蘇生ができ る と い う のが小児科専門医にな

るための認定要件にな る必要はあ る と思 う のです。

ただ、 小児科専門医の研修の-時期だけそれをやって も継続性がないので、 それを ど う

継続L してい く か と い う こ と も併せて考えてい く 必要があ り ます。 e 一 ラーニングな どを ど

う 組み込むかと い う こ と を考えていき たいと思いますし、 小児科学会の新生児委員会 と産

婦人科 と の合同委員会がございますれ ああい う と こ ろか ら 、 学会のほ う にそれぞれ提言
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してい く と い う の も一つの方法で し ょ う し、 も ち ろん、 こ こ の委員会でも提言する 。 両面

でやっていけばいい と思います。

○池ノ 上委員長 あ り が と う ございます。 他にいかがで し ょ う か。 小林委員、 お願い しま

す。

○小林委員 分析報告の と こ ろなんですが、 2 ページ 目 の臍帯血の動脈ガスの p Hが文章

中で,. ･以上･逼とい う 記載.溺んです･, 、 そ“上“段落･こ さ ら “文献的のとい
う のがあ るんですが、 約款上は7. 1 が基準ですので、 こ こ ら辺は約款 と の整合性も見て記

載を した方がいいかな と思います。

○上田理事 約款は、 28週か ら例の33週未満だっ た ら p H7 . 1 が要件なんですが 、 つま り 、

2 , 000 、 3 3週以上については仮死と い う も の も要件であ り ませんので、 そ う い う 意味では

こ う い う よ う な状況も起こ っ て く る と思 う んですれ

○小林委員 それは分か り ますが、 つま り 、 こ の基準でな く 認定されている児のほ う が多

分多いと思 う んですが、 7 . 0以上が何例 と い う のは余 り 意味がある よ う な記載には見えな

いんです。 む しろ問題なのは、 7 . 1未満 と か7 . 0未満のほ う が問題なので、 そ う い う よ う な

書き方に したほ う がいい と思います。

○池ノ 上委員長 そ う ですれ 非常なアシ ドーシスになって生まれて く る子 ど も たちが こ

んなにいますよ と い う こ と のほ う がいいかも しれませんれ

ただ、 少 し今誤解がある のは、 産科医療補償制度 と い う のは分娩時に重症仮死があって

脳障害になった児のための補償制度ですよ と い う よ う なニュ アンスが広が り つつあって、

た と え重症仮死になっていな く て も 、 分娩に係る何かの事象が影響して中枢神経障害が起

これば、 それは審査委員会のほ う で検討して認定しま し ょ う と い う よ う な こ と になっ てい

る と思 う んですれ 32週未満で2, 000 g 以下の場合には、 こ こ にある よ う な こ と を p Hで

規定した り モニタ リ ングで規定した り 、 背景にある産科異常で規定した り で拾いま し ょ う

と 。 未熟性のみな らず、 そ う いっ た分娩に も関わっていますよ と い う こ と を し よ う と い う
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こ と " こなっ て、 そ こ ら辺の表現を も う ち ょ っ と 工夫して頂いて、 今、 小林委員がおっ しゃ

った よ う な、 そち らのほ う に流れない よ う な書きぶ り を して頂けた らいいと思いますけれ

ども 、 よ ろ しいですか。

○小林委員 ついでに 、 図の方も 7 . 0で色が分かれるんですが、 これも 、 つま り 、 7 . 0が何

か絶対基準の よ う な印象を与えて しま う ので、 そ こ ら辺 も少 し工夫を した方がいいと思い

ます。

○石渡委員長代理 同 じ く 臍帯血の こ と ですけれども 、 臍帯動脈箇Lガス分析がな されてい

ない事例が結構多いわけですよね。 その中で、 特に分娩数の少ない分娩機関であ る と か、

あ る いは助産所も含めてですけれども 、 実際に器械を購入する とい う こ と も 、 それか ら あ

と メ ンテナンスが も っ と 大変なんですれ そ う い う こ と を考える と 、 実際は、 十分その器

械を普及 させる こ と は難しい と思 う んです。

そ こ で、 分娩の と き の臍帯動脈瞳Lを 、 N I C Uに運ばれますから 、 その時に持参して、

N I C Uのほ う で測って頂 く と い う こ と も非常に重要な こ と だ と い う ふ う に思います。 そ

の と き に 、 ゴム栓をつけて 4℃で保管 した場合には、 1 時間 ぐ らいはほ と ん どデータ は変

わ らない とい う こ と も言われていますので、 その辺を どこかに盛 り 込む と い う こ と が必要

ではないか と い う ふ う に思いますけれども。

○池ノ 上委員長 あ り が と う ございます。

これ、 ■k.Iです.･ 測定されている と い う と 、 すご く 高いな と思ったんですけ
れども 、 先生方が これだけ一生懸諭すやって、 現場でや られた と い う のはすごいな と 。 ど う

して も色々 な こ と で取れない と か測れない と か と い う 状況で、 今、 先生のおっ しゃ ったよ

う な 、 む しろ よ く やってお られる と い う ふ う に見た方がいいん じゃ ないかな と思ったんで

すが、 いかがですか。

○石渡委員長代理 特に28週か ら 32週の と こ ろは p Hが 申請の要件になっていますか ら 、

今、 N I C Uでは、 持っ ていけば測って く れますから。 ですから 、 何かそ う い う こ と も ど
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こかに盛 り 込む必要がある のではないかと い う ふ 効こ ,思いますけれど も 。

○ 田村委員 幾つか提言があ り ます。 まず、 29ページの気管挿管の右鶴認の と こ ろです。 こ

こ に幾つか我々 が提案した気管挿管が う ま く いっ ているか ど う かを確認するための方法を

挙げていますが、 事例を見ます と 、 上の四つの方法では う ま く 認識でき ない事が しばしば

ある よ う ですので、 客観的な確認法 と い う こ と では下の二つ、 一つはパルスオキシメ ータ

ーで"拍数 と SP02の値が改善する こ と と 、 呼気のC02 をチェ ッ クする こ と が優れています。

こ の二つが客観的に挿管チューブが気管に う ま く 入っ ているか ど う かの確認になる粉法だ

と憩われます。

ただ、 現状ではこ の二つの確認法はコ ス ト がかか り ますが保険で積極的にはカバー され

ていません。 のすから 、 国に対する要望の と こ ろ に 、 蘇生の と き に赤ちゃん用のパルスオ

キシメ ーターや吸気のC02の検知キ ッ ト を使った と き にはブロ ーべや検知キ ッ ト代ぐ らい

に相 当する ぐ ら いの点数をつけて頂け る と診療月井等でも常備して頂ける と思います。 そ う

すれば検知キ ッ ト の色が変わるか ど う かで確認して、 色が変わればた と え状態が余 り よ く

なっ ていな く て も悪い原因は他にあるんだ と い う こ と で、 事例で出た気胸等の早期発見に

も役に立ったかも しれません し 、 挿管チューブを入れた り 抜いた り と かい う こ と をやって

いる間のタ イ ム ロ ス も防げた と思います。 比較的お金がそれほ どかか ら な く てなおかつ現

場で客観的に挿管が う ま く いっ ている か ど う かを確認する方法 と い う こ と で、 パルスオキ

シメ ーターのブロ ーべ と C02の検出装置に対する保険の点数化を国のほ う でも検討してほ

しい と思います。 26年度の保険改定で、 その辺を考えて頂け る と あ り がたい と思います。

それが一つです。

○池ノ 上委員長 あ り が と う ございます。 こ こ は29ページの四角の中ですけれども 、 今、

先生がおっ しゃ っ たよ う に 、 現場での よ り 客観的な確認方"法 と して こ の二つがあ る と い う

こ と を挙げて、 それを具体的に保険に掲載と かと い う と こ ろま で行く かど う かはち ょ っ と

別 と して。
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○田村委員 別 と して 、 何かそれを保障する システム を検討して頂き たい と い う こ と です。

○池ノ 上委員長 上三つの身体所見 と か条件か ら見れば不十分な場合も多々 ある ので、 現

場で行える客観的な確認方法と しては二つがある と い う 、 そ う い う と こ ろをステー ト メ ン

ト と して しっか り 入れて頂 く と い う よ う な こ と で、 ど う ですか。 それでよ ろ しいですか。

はい。

○勝本･矮\員 1 回 目 の報告書の と き には、 器具と 力機器の整備 と い う のは医療機関、 医療

関係者に対しての提言だったわけですよ メ為 その機器と か器具がき ちん と 、 必要な も のが

整備 される よ う に 、 進むよ う に 、 今回は国に要望する と い う こ と です長乱 だか ら 、 それ

はすご く 大事なこ と で、 やっぱ り 医療機関だけにそろえる と言 う のではな く て 、 そろ う よ

う に国に も色々 な保険制度を初め色々 な制度があるわけですか ら 、 それを国もバ ッ ク ア ッ

プする 。

先ほ どの話に もあ り ま したけれども 、 人的に も新生児科医が現場にいない と い う こ と に

関 して も 、 国に何と か しろ と い う こ と を最後の国への要望に入れよ う と い う こ と なんです

か ら 、 人 と 物がき ちん と普及する よ う に と い う 二つ、 セ ッ トみたいな形で入れてい く と い

う のは大事じゃないかな と思います。

○池ノ 上委員長 田本･煽さ員 、 パルスオキシメ ーターが出生直後の新生児の呼吸不全の状態

があ る よ う な と き は適応にな ら ないですか。

○ 田中橋き員 いや、 それをつけたか ら と いっ て 、 保険点数は上がっていないです。 蘇生処

置の中に全部丸めになっ ています。

○池ノ 上委員長 蘇生の中に含まれて しま う 。

○田村委員 はい。 そ う する と 、 病院です と “ま と ん どの施偏設にパルスオキシメ ーターを置

いていますが 、 助産所と か診療所だと 、 本体を何十万も 出 して買っ て 、 しかも毎回 こ の使

い捨てブローべのほ う に千円単位ぐ らいで使 う と い う のは、 結構寢賭する こ と る こな る と 思

いますので。
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○池ノ 上委員長 その分娩室と か手術室の中での蘇生に使った、 カプノ メ ーターはち ょ っ

と まだ無理 と “沈思いますけれど も 、 パルスオキシメ ーターは丸めの中に入っ ちゃ っ ている

んですれ 僕、 ち ょ っ と 分か ら なかったんです。

○ 田本･矮字員 パルスオキシメ ーターを使ったか ら と いって保柊晩点数が高 く な る と い う こ と

はあ り ません。

○池ノ 上委員長 そ う ですか。 分か り ま した。 そ こ ら辺 も少 し具体的な こ と るこ進め る よ う

な一歩を この中に書いてい く と い う ふ う に致 しま し ょ う 。 具体的に保険を何と か と い う 言

葉を盛 り 込むかど う かは別 と して 、 国 と しての体制 と か、 そ う いっ た こ と を整備する とい

う こ げ沈必要である と い う よ う な こ と を入れてい く と い う こ と で。

○ 田村委員 先ほ ど、 お話が上が り ま した30ページの と こ ろの学会 ･ 職能団体に対する要

望で、 ｢ e - ラーニングシステムについて も っ と 周知すべきだ。 ｣ と い う 部分に、 日 本周

産期 ･ 新生児医学会の e - ラーニングのWE Bサイ ト のt皿ンを入れておいて頂 く と 、 これ

を見た方もすぐそ こで活用でき る と思います。

○池ノ 上委員長 あ り が と う ございます。 それは大丈夫ですね。

○事務局 (御子柴) そ う ですね。 例えばき現況の と こ ろに も記載 してお り ますけれども 、

提言だけを ご覧訂頁いて も分かる よ う に 、 そち ら 夜 こ も付記 したい と思います。

○ 田村委員 それか ら も う 一つ追加なんですが、 アプガース コ アが 1 0分後でも 3 ,点 と い う

事例は今の新しい201 0年版の蘇生のガイ ドライ ンに従えば、 低f容艷療法の適応になる可能

性が高いと思います。 我々 が把握しているだけで全国で1 27カ所、 新生児の低体温療法が

でき る施鑓役が既にあ り ます。 しかもその う ちの1 14ヵ所は名前を公法t してもいい と い う 了

解を取っています。 是非 と もそ う い う 施設を紹介するWE B サイ ト も入れて頂き たい と思

います。 低体温療法の適応があ る事例については、 6 時間以内にそ こ まで運ばねばいけま

せんので、 出来るだけ早 く そ う い う 施設に送る こ と を検討する よ う に推奨して頂ければと

思います。
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それか ら 、 お産の現場ですぐに“分かる低体温療法の適応 と しま しては、 アプガース コア

が1 0分後でも 5 点以下、 も し く は 1 時間以内の血液ガスで p Hが7. 0未満も し く は B E が

- 1 6以上、 それか ら 10分以上人工呼吸を含む蘇生が必要と された児な どでず。 こ の辺は非

常に分か り やすい指標だと思 う ので、 そ う い う 事例に関 しては低体温療法の適応があ る可

能性がある ので、 低体7島療法が可能な施設にでき るだけ早めに運動絡する と い う こ と を明記

しておいて頂 く と 良い と思います。

○池ノ 上委員長 それは どこ に入れま し ょ う か。 蘇生後 も安定しない と き には、 小児科専

門医に コ ンサル トする と い う フ レーズが どこかあ り ま した よれ 今の蘇生法の リ コ メ ンデ

ーシ ョ ンでは、 今、 田村委員がおっ しゃったよ う な こ と が挙げ られている と い う こ と を。

それは、 蘇生法の本に書いてあるわけですか。

○田村委員 アルゴ リ ズムの中には入っています。

○池ノ 上委員長 アルゴ リ ズムの中に入っているわけですよね。 ですか ら 、 それを 5 分後

アブガー と か、 中々改善しない と か と い う と こ ろが どこかにあ り ま したね 何ページでし

たっ け。

○板橋委員 (4) の と こ ろ 、 29ページの と こ ろに。 こ のあた り に書き込んでみた ら ど う で

し ょ う 。

○池ノ 上委員長 29ページの (4) ですね。 ど う ですか。

○事務局 (御子柴) 原因分析報告書の記載か らの抜粋は特に今の と こ ろ記載してお り ま

せんので、 提言で急に記載致しますと 、 突然記載した感がございます。 まずは現況の23ペ

ージの と こ ろに有効で迅速な蘇生を行 う ために と い う こ と で、 原因検索です と かそ う いっ

たこ と を記載している ので、 今後の展望 と か蘇生の次段階の対応 と い う こ と で、 その応援

要請です と か、 次の治療への対応 と い う こ と で、 先生が今おっ しゃ って頂いた よ う な適応

な どについて 、 また行っている施設等について記載する と い う こ と を少 し検討したい と思

います。
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○田本･援字員 はい。 では 、 よ ろ し く お願い します。

○池ノ 上委員長 では、 それでよ ろ しいですか。 他にはよ ろ しいで し ょ う か。

轆、熟議鰹濃おき?轢き総務を滋
か。

鱈蟹訟)“蕪鬮罰 み凋一までに原因蜥瀦書をを基に分析 と い う こ と 及 こな り ます。

○藤森委員 それから も う L点は、 新生児蘇生の講習会を受けな さ い と い う こ と を言って

いる わけですけれども 、 実際、 今回“■lで蘇生磯わ“産科医 小児科医で講習会
を受講している かど う か と い う のは分かるんで し ょ う か。

○事務局 (御子柴) 原因分析報告書の作成にあたって、 関わった職種な凋ま分か り ます

けれども 、 その一人一人の受講が済んでいるか否かと い う こ と みこついては、 情報が確実に

は得 られてお り ません。 各事例の 中でその後に受講したな ど と いっ た記載があれば、 して

いなかった こ と は分かる んですが 、 事前に全事例に対して網羅的にはち ょ っ と 把握できか

ねます。

○藤森委員 そ う する と 、 原因分析委員会の方にそ う い う こ と も調べてほ しい と か と い う

こ と は ど う なんで し ょ う か。 これだけ講習会を受けな さ い と い う こ と を強 く 言っていて、

その結果が ど う なっ たか と い う こ と 、 効果があったのかと い う こ と を見る う えでは、 今後、

事例 と して挙がってきた事例で新生児蘇生に携わった方が新生児蘇生の講習会を受けたか

ど う か と い う こ と は、 非常に最終的な効果 と して見る う えでは重要なんじゃ ないかと思 う

んですけれども 、 いかがで し ょ う か。 今後の こ と と してですれ 今回ではな く てです。

○池ノ 上委員長 そ う です為 25ページに耶期嘲りの受講状況と 、 今回の事例に関わ り があ

るか ど う かは別 と して、 こ う い う ふ う に数が増えていますよ と い う と こ ろまでは と ら え ら

れていますので、 今後、 実際に蘇生にあたった人を、 その背景みたいな も のを よ り 深めて
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調査して頂 く と い う よ う な こ と も 、 今後のあ り 方 と しては必要になって く る ん じゃ ないで

し ょ う か。 あ り が と う ございます。

○藤森委員 と い う のは、 実は、 つい 1 カ月 前ぐ らいに福島市内で子宮破裂の症例があっ

て、 講習会を受けたばか り の先生が蘇生 して非常に役に立った と いって 、 N I C U に運ば

れてきたんですけれど も 、 脳{蹄温 目 的で来たんですけれども 、 助かっているので、 一人、

こ の制度にお世話にな ら な く てすんだね とい う 話を したので、 受け る と い う こ と は非常に

大切だ と い う こ と を強 く 言って頂きたい と思 う ので、 ア ウ ト プ ッ ト と して どれだけ受けて

いるのかと い う の もぜひ調べて頂きたいと思います。

○池ノ 上委員長 あ り が と う ございます。

○小林委員 今の意見を受けてですけれども 、 原因分析で扱 う よ り もむ しろ登録している

医療機関全体での受講率のほ う が再発防止 と い う 観点では有用だと思いますので、 原因分

析ではないほ う がいいかな と思います。

○石渡委員長代理 今の こ と と 関連する こ と ですけれども 、 25ページの表の と こ ろで、 対

象になる よ う な方が何人ぐ らいお られる か と い う こ と も大事なんじゃないかな と思 う んで

すれ 茨城のをち ょ っ と 調べたんですけれども 、 茨城では ドク ターは大体半分は受講して

お り ます。 それか ら コ メ ディ カルが 3 分の 1 ぐ らい受講している。 それが今の状況です。

○勝村委員 僕も最後の方で言お う と思っていたんですけれど も 、 1 回 目 の報告書の段階

でこれだけ受けま し ょ う 、 受けま し ょ う と言っ ている ので、 その後、 これに関 してはこ の

2 年間で ど う 変化 したか と い う こ と は出てい るんですけれども 、 も っ と この中身を本文の

中ではかな り 具体的に言ってき ている ので、 例えば医師が と い う 大き なカテ ゴ リ ーだけ じ

ゃな く て 、 小児科医が、 産科医が、 ま たは病院勤務が 、 診療所勤務が 、 全体の数に対して

何%が、 と い う と こ ろまで出 して、 やは り 最終的に本当 に全員に受けて も らお う と い う 姿

勢を再発防止委員会が出 してい く 、 少な く と も 、 必ず、 絶対と か、 でき るだけみたいな、

そ う い う 形が見えてきた方がいいと思 う ので、 よ り 具体的な も のになっていった方がいい
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な と思っていたんですけれども 。

○池ノ 上委員長 あ り が と う ございます。 恐 ら く 、 色々 な地域で医会の先生方が これを受

けたい と思ってお られる方が どん どん増えてきている と思 う んですが 、 その地域の状況と

いいますか、 事情に よ っ ては、 中々受け られない と い う よ う な ご意見の方もい ら っ しゃ る

みたいなんですね ですか ら 、 みんなでかわ り “まんこ に受けに行く と か、 誰かがそ こ をカ

バー している う ち に行 く と か と い う 、 そ う い う 具体的な受けるための方策 と いいますか、

そ う い う こ と も今後お願いをする な り 検討して頂く と い う こ と “こな る ん じゃないかと思い

ます。

0勝本･接≦員 その通 り なんですけ ど、 そのためにも現状が ど う なっ ている のかと い う のが

分か ら ない と 、 行政に して も 、 学会に して も 、 どれほ ど足 り な く て、 どれほ どニーズがあ

って と い う のがある と 思 う ので、 何かかな り やっぱ り こ のテーマはこ こ を強 く 1 回 目 から

の報告書か ら出ている ので、 ち ょ っ と そ こ はよ り 強剛こ。

○池ノ 上委員長 今の石渡委員長代理のお話と か、 藤森委員のお話と か、 かな り 具体的に

これは全国的に ど う なっ ている のか と い う よ う な こ と を 、 今後、 各論的な意味で十分把握

してい く 必要があるだろ う と 思います。

○勝村委員 それ と 1 回 目 の報告書では、 院内でも講習会を しま し ょ う と か言っているん

ですけれども 、 そ う い う こ と の質の担保と かい う のが ど う なっ ているのかと か、 それだけ

で ど う もニーズに応えきれないのであれば、 じや あ どんなや り 方がある のかと か、 やは り

講習会を受けてお く と い う こ と は医療者に と っ て も非常にメ リ ッ ト のあ る こ と 、 も ちろん、

妊婦側に も メ リ ッ ト があるから なんですけれども 、 医療者に と って もそれはメ リ ッ ト のあ

る こ と なので、 ぜひその講習会の質と か量を増やすにあたって、 質も しっか り 確保してい

く ために、 も っ と 具体的なイ メ ージを示 していかなき やいけない と思 う ぐ らいのデータ も

そろえて、 本気でやってほ しいな と思っているんです。

○池ノ 上委員長 これは田村委員の方でも 、 恐 ら く 、 そ う い う ニーズがおあ り じゃ ないか
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と思 う んですけれども為

○田芥･接さ員 そ う いったこ と があ り ますので、 講習会の質を担保するために、 イ ンス ト ラ

ク タ ー養成コースに関 しては直接学会が関与する と い う 形でイ ンス ト ラ ク ターを養成 して

います。 更に一般の講習会については、 時間や、 受講生何人に対してイ ンス ト ラ ク ター 1

名以上と い う よ う な こ と も決めてあ り ます。 更にプレテス ト と ポス トテス ト をやって、 そ

れはその現場で採点するのではな く て 、 全部学会本部に送って も ら って学会事務局がチェ

ッ ク を して合否を決めている と い う よ う な形で、 質に関 しては担保しています。

○上田理事 今の勝村委員のご指摘、 私 ども も大事だと思います。 したがいま して、 今回

の報告書でど こ まで把握でき るかですが 、 先ほ どの産科医会や助産師会、 また田村委員に

も舵確認させていただき なが ら 、 でき る だけ少 しでも具体的に把握できた ものを記載する こ

と に します。 それから先ほ ど小林委員がおっ しゃいま した よ う る こ 、 再発防止に関する報告

書のアンケー ト な どを行っていますが、 今後、 何らかの形でも う 少 し状況をき ちん と把握

する こ と を検討して、 でき る だけご指摘の点は具体的に取 り 組んでいき たい と思ってお り

ます。

○勝村委員 それでお願い したいんですけれども 、 一応、 具体的に出 している こ と は、 受

講者の内訳数が医師と い う だけではな しに、 産科医なのか、 新生児科医なのか、 小児科医

なのか、 病院なのか、 診療所なのか、 と い う と こ ろに踏み込んで見ていってほ しい と い う

こ と と 、 も う 一つは、 1 回 目 の報告書で書かれてあった 日本周産期新生児医学会の講習会

だけではニーズが確保でき ないだろ う か ら 、 院内で開催しな さい と書いている部分があ り

ますよね。 そ こ に対して も ただ言っているだけ じゃな く て 、 具体的に質と か量が担保でき

る ために本気で ど う してい く のか と か、 そのあた り に も具体的に言及 していってほ しいな

と 思います。

○池ノ 上委員長 ど う も色々 なご意見を頂き ま してあ り が と う ございま した。

○魚冨澤室委員 簡単に させて下さい。 3 点だけ。
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実は、 今の議論 と も重なる のですけれど、 この委員会の提言は、 提言 しっぱな しではな

く き ちん と 見届けてい く と い う こ と を示 してい く と て も大事な場になっている のだと思い

ます。 そ う い う 意味で言 う な ら ば、 今の議論は と て も分か り やすい案件で、 1 年後 ぐ らい

になる のかど う か分か り ませんが、 ぜひこ の提言が ど う なっ ていったのか、 そ して先ほど

藤森委員か ら のご意見があった、 こ んないいこ と があった、 それから実際こ の ぐ ら い増え

ていった、 そ う い う こ と を書いていける よ う な形をぜひ考えて頂き たい と思います。 それ

が L点 目 。

それか ら 2 点 目 ですが、 27ページの再発防止及び産科医療の質の向上に向けての第 2パ

ラ グラ フ 、 それまでに も何度か文章が出て く る のですが、 ｢ハイ リ ス ク分娩であ る こ と が

予測 されない場合は小児科医の立ち会いは必ずし も必要ではないが、 新生児蘇生法を習得

したス タ ッ フが立ち会い、 必要に応じて小児科医を呼び寄せる体制整備｣ と あ り ます。 こ

れはいざ と なった ら呼びな さ いね と い う と い う 体制の こ と ですか。 それ と も 、 い ざ と なっ

て呼んだ ら ちゃん と来て も ら える体制の こ と ですか。

先ほ どの国への要望の と こ ろでも議論にはなっていま したが、 こ の段階では、 分か り や

すく 言えば、 早 く 呼びな さいね と い う こ と までです長為

加えてそれを踏ま えて、 ｢呼び寄せる ｣ と い う 言い方で違和感はおあ り にな り ませんか。

○板橋委員 呼び寄せる のはいいんですが、 でき る人間が来なければいけない と い う こ と

も 、 当然こ の文意の中には入っている はずだと思いますが。

○魚畠澤委員 ｢必要に応じて小児科医の立ち会いを要請する こ と ができ る体制｣ と して 、

ど こ までなのか。 つま り 、 さ っ さ と 呼びな さいなのか、 呼んだと き にちゃん と 来て も ら え

る体制を整えな さいなのか、 私はこ こで どこ まで表現されよ う と している のかが分か ら な

かったので、 それに応 じて ｢呼び寄せる ｣ の表現を考えて頂ければと思いま した。

それか ら も う L点、 20ページの新生児の蘇生法アルゴ リ ズムなですが 、 こ の図をバ ッ と

見て細かい と こ ろが分か ら ないです長為 やっぱ り 、 こ こ に出す以上は、 これを読んで く
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だ さ っ た方がその と き にパ ッ と分かる よ 引こ 、 少々ぜいた く かも しれませんけれども 、 ぜ

ひ 1 ページ使って読め る よ う な図に して頂き たいな と思いま したが。 ご検討下 さ い。 以上

です。

○池ノ 上委員長 事務局、 いかがですか。

○事務局 (御子柴) まず 2 点 目 につき ま しては、 対応 させて頂き ますので、 見やす く し

て掲載したい と思います。

L点 目 につき ま して 、 意図 と致 しま しては、 今回は搬麩美ですと か、 蘇生後の診療体制に

つき ま してはかな り 提言が広がって しまいますので、 まずは分娩の場所と して蘇生がき ち

ん と提供でき る よ う に 、 ま た必要な と き には小児科医の先生方の応援要請を しま し ょ う 。

応援要請までに時間がかかっている事例な ども ございま したので、 意図 と してはそ う いっ

た記載です。 言葉については適切に記載したいと思いますので、 ご指摘の通 り でございま

す。

○池ノ 上委員長 あ り が と う ございま した。 よ ろ しいで し ょ う か。

○勝村委員 最後の27 、 28ページの文章なんですけれども 、 こ んな事例があった、 こ んな

事例があった、 と い う 箇所が多分 5 個か10個 ぐ らいある と思 う んですけれども 、 その全て

に件数を入れ。“ しい。 やは り 具体的に原因分搬告討1を基に具体的な根拠を も っ
て これを言っているんですよ と い う こ と で、 だけ ど、 原因分析報告書を網羅して術敵して

議論している んですか ら 、 提言に関 してはまた別途でいいんで し ょ う けれ ども 、 その全体、

ま と めている と こ ろに関 してはそ う い う 数字を具体的に出す と い う こ と のほ う が 、 何か科

学的な議論を している感じが伝わる し 、 具体的に迫って く る と い う感 じがするので、 27 、

2 8ページで何々 の事例があった と い う と こ ろ を 、 イ祚牛あっ た と い う 形で書いて頂きたい。

○池ノ 上委員長 あ り が と う ございます。 それはやは り 数字が使える と こ ろは使 う と い う

こ と で、 よ り 具体的にイ メ ージがわ く よ う な 、 そ う い う 表現に して頂きたいと思います。

それでよ ろ しいですよね。 では、 あ り が と う ございま した。
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○石渡委員長代理 さ さ いな こ と なんですけれども 、 ア ド レナ リ ン投与の と こ ろなんです

が 、 静脈内投与が優先です梟為 も しそ う であれば、 順番 と して静脈内投与を上に して、

それか ら気管内の投与を後に した方が よ ろ しい と思 う んです。 と こ ろ どこ ろにそ う い う と

こ ろがあ るんです。 2 1ページ と か。

○岩下委員 おっ しゃ る通 り です。

○池ノ 上委員長 では、 そ う い う ふ う 濁1頂番に。 ど う も あ り が と う ございま した。

それでは、 今、 た く さ ん頂き ま したご意見を基に事務局のほ う で整合性を と っ てま と め

て頂きたい と思います。

では、 続き ま して、 分娩中の胎児心拍数聴取について、 事務局か ら説明をお願い致しま

す。

( 2 ) 分娩中の胎児心拍数聴取について

○事務局 (御子柴) 事務局でございます。 分娩中の胎児心拍数聴取について。 こ ち ら も

第 1 回の報告書で取 り 上げたテーマを今回 も再度取 り 上げま したテーマの、 こ ち ら も二巡

目 の ご審議と な り ます。

こ ち ら ね こつき ま しては、 全体像 と致 しま して 、 前回の ご審議の と き にお示し した も のの

積み上げ と い う こ と にな り ます。 概況につき ま しては、 前回よ り も少 し具体的に記載して

お り ます。 公表 した週わきま して、 墜落産ですめ、 胎児硼数聴取が行われなか
→た事伊團を除きま川副‘ついて見てみます と 、 分娩観“方法と致 し“ して、
連続的モラルが瓢馬方法などは.間欠的随可凧“れら を併用 した
も のが圃とい う こ と でござ, 、 ま した。 それ ら “ う ち 、 圏圏圏砕いて胎児心拍
数異常が出現していた と い う 状況でございま した。

圏の う ち 、 原因分搬告書の中で間欠的胎児‘舶数聴取'のい‘の聴取間隔“長 さ
です と か、 連続的モニタ リ ングの必要性、 胎児心拍数陣痛図の保存、 その他診療録等への

26



記載な割りい‘何れら“指摘“あま 記載ミあ一博鯲■と.Iあは “た。
その件数の内訳を表○一〇一 1 と してお示 し してお り ます。

胎児心拍数聴取の方法 と い う こ と 夜 こつき ま しては、 間欠的胎児心拍数聴取の聴取間隔が

長過ぎた事例です と か、 入院時な ど、 陣痛開始時な ど る こ一定時間分娩監銘党装置を装着しア

セス メ ン トするべき時期に装着が されていなかった事例、 また連続的モニタ リ ングを必要

とする状況に実施 されていなかった事例な どが具体的にはございま した。 ま た 、 装着方法

に関 しま しては、 陣痛が正し く 記載されていなかった、 心拍数が正し く 記載されていなか

った状況で、 そのまま装着されていた事例な どがございま した。

その他、 胎児心拍数聴取の記録と い う こ と で 3 点。

1 点 目 が 、 紙送 り 速度について。 前回、 藤森委員のほ う か ら ご指摘頂きま して、 1 cmま

たは 2 cmだった事例の件数の内訳をお示 し してお り ます。 そち らが 2 ページのほ う の真ん

中 ,“ どにな り ます0 .I“ う ち.･ ■■が km、 あ る いはねでの纏り皸で“
記録を されていた と い う こ と です。

あ と は分娩監視装置の時刻設定について、 正 し く 設定されていなかった り 診療録とずれ

があった事例な どがあ り ま した。

ま た 、 そ う いった所見な どについて、 診療録等へ記載がなかった事例な どがございま し

た。

これら の こ と から 、 適応の状況に合わせて分娩皿筌児装置の装着、 あ る いは ド ップラ等な

どに よ り 胎児心拍数聴取を正し く 行 う こ と 、 また 、 そ う いっ た も のの所見を正し く 記録す

る と い う こ と が再発防止および産科医療の向上を図 る う えで重要である と い う こ と を動機

と して今回のテーマを取 り 上げた と い う こ と でま と めてお り ます。

3 ページか らは、 教訓 と なる事例を 2件お示し してお り ま して 、 こ の中でもやは り 聴取

間隔についてですと か、 連続的モニタ リ ングをすべき状況、 事例 1 のほ う は特にT O L A

C 中でございますけれども 、 実際 されていなかった事例。 あ と 、 紙送 り 速度がやは り 1 cm
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であった事例な どをお示 し してお り ます。

5 ページのほ う から も 、 先ほ どの新生児蘇生法 と 同様に、 報告書の抜粋の部分に関 しま

しては二重線で囲んで付記を してお り ます。 主なカテ ゴ リ ー と致しま しては、 間欠聴取に

ついては聴取間隔や、 間欠的聴取で徐脈の波形の分類を行っていた こ と な どについての指

摘がございま した。

( 2 ) と して 、 一定時間分娩監視装置を装着する状況 と い う こ と で、 入院時、 陣痛開始時、

破水時な どの状況で実際されていなかった事例が ございま した。

7 ページか ら は、 連続的モニタ リ ングが必要な状況と い う こ と で分娩第二期、 感染等が

疑われる と き 、 分娩誘発促進中 、 T O L A C 中 、 無痛分娩中、 ハイ リ ス ク事例です と か、

異常が出現した と き 、 また急速遂娩を待機している際な ど、 帝王切開へ移劣テする際な どに

全く 聴取が されていなかった事例な ども ございま した。

1 1ページのほ う か ら は、 先ほ ど申 し上げま した装着の方法について と い う こ と で、 正 し

く 胎児心拍数や陣痛を計測する こ と 。

あ と 12ページのほ う か ら は記録と い う こ と で、 所見の診療録等への記載ですと か、 時刻

設定等についての言鮖面が ございま した。

1 3ページか ら は原因分析報告書の検討すべき事項の記載を抜粋した も の と なっ てお り ま

して 、 間欠聴取については、 やは り 聴取間隔ですと か適応の判断、 あ 割まやは り 波形を分

類する と い う こ と はでき ない と い う こ 割こついて。 あ と は一定時間装着する時期 と い う こ

と で、 やは り 入院時、 陣痛開始時、 破水時等に関する指摘が ございます。 連続的モニタ リ

ングも 同様に、 医学的評価 と 同様に色々 な指摘が されてお り ます。

1 9ページに移 り ま して 、 (4) 分娩皿騎見装置の装着 と い う こ と で、 正確に胎児心拍数およ

び陣痛を計測しま し ょ う 。

(5 ) と しては、 正 し く 記録 しま し ょ う と い う こ と で、 所見の記録ですと か、 時刻設定、

あ と は先ほ ど も あ り ま した紙送 り 速度について。 あ 割期台児心拍数陣痛図 自体の保存が さ
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れていなかった事例な ども ございま したので、 その保存をき ちん と して頂 く こ と な どにつ

いて指摘がございま した。

22ページか らは、 学会 ･ 職能団体等への要望 と い う こ と で、 間欠聴取についてのガイ ド

ライ ンの標準化、 また、 あ るいは分か り やすいものへの改訂な どについての提言。

(2) に連続モニタ リ ングについて 、 特にハイ リ ス ク分娩な どについての基準を さ 引こ詳

し く する と い う こ と な どについて指摘があ り ます。 分娩監視装置の装着、 ま た記録につい

て も 同様で、 紙送 り 速度については学会のほ う と して も また標準化して頂く よ う に指摘が

ございます。

24ページのほ う か ら は、 国 ･ 地方 自 治体への要望と い う こ と で、 ド ッ プラ等の整備 とい

う こ と で、 こ ち ら に関 しては救急車と い う こ と ですので、 ち ょ っ と 窄群ヒ した事例かと思い

ますけれど も 、 主な記載と しては二つ挙げてお り ます。

25ページか らは、 現況と致しま して、 第 1 回の報告書同様にガイ ドライ ンのほ う を記載

してお り ます。 前回ご意見を頂戴致しま して、 胎児心拍数波形分類と い う こ と でガイ ドラ

イ ンの中の レベル 1 です と か 2 と いっ た ものが分か り に く いので注釈を加えたほ う がいい

と い う こ と でご意見を頂戴致しま したので、 注 2 と 致 しま して 、 ｢胎児心拍数波形の判読

に基づく 分娩時胎児管理の指針｣ のほ う から波形の 日 7幅嵩表記についての記載を追記して

お り ます。

27ページのほ う に ｢助産所業務ガイ ドライ ン｣ を抜粋してお り ま して 、 第 1 回報告書の

際には、 ガイ ド ライ ンの活用について と い う こ と で、 聴取間隔、 聴取時間についての記載

を引用 してお り ま して 、 今回、 加えま して ｢急変時のガイ ドライ ン｣ と い う こ と で記載が

ございます胎児心拍異常の要件 と い う こ と で、 記載を加えてお り ます。

27ページ2) か ら は、 正 しい胎児心拍数聴取の方法について と い う こ と で、 一般論でござ

いますが、 正 し く 聴取するためには と い う こ と で記載してお り ます。 前回、 提言の中に間

欠的胎児心拍数聴取の聴取時間について ｢60秒間｣ なのか ｢60秒間は｣ なのか と い う こ と
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で提言の文言についてご指摘がございま して、 ｢助産所業務ガイ ド ライ ン｣ のほ う の記載

を先ほ ど引用 して記載してお り ま して 、 加えて28ページの上か ら 2 段落 目 の と こ ろに F I

G O のス タディ グループの記載で、 ｢聴取の間隔を分娩第 1 期には1 5分間隔、 第 2 期には

毎回陣痛のたびに、 陣痛終了後少な く も 1 分間は聴取すべき ｣ と い う こ と で記載 されてお

り ますので、 再発防止委員会 と して ど う いっ た提言にするか と い う のを本 日 ご議論頂けれ

ば≧思いますが、 一応、 文献と致しま しては ｢ 1 分間は｣ と い う こ と で記載がございます

ので、 60秒間は聴取して頂 く と い う よ う な提言でも よ ろ しいか と考えてお り ます。

(2) は正 しい陣痛計測について記載してお り ま して、 29ページのほ う は先ほ どから 申 し

上げてお り ます紙送 り 速度について、 波形の鑑調｣です と か、 基斧綾細変動の評価について、

やは り 3 cmのほ う が有利だ と い う こ と ですので、 3 cmが勧め られている と い う 現況で記載

してお り ます。

4) と して 、 こ ち ら は胎児心拍数聴取につき ま しても 、 関係団体等の取 り 組みを と い う こ

と で、 第 1 回の報告書を発信 して、 その後 と い う こ と も ございますが 、 現況 と致 しま して

ど う いっ た取 り 組みが されている のか と い う こ と を記載できればと考えてお り ます。

現在は、 先ほ ど同様、 石渡委員長代理のほ う か ら医会の状況についで情報提是供頂き ま し

て、 ポケ ッ ト版の ｢分娩監視装置モニターの読み方と対応｣ と い う 冊子の発行が されてい

る こ と 、 ま た コ メ ディ カル研修において 、 こ ち ら は判読の関係 も してまい り ますが 、 分娩

監視装置モニターの読み方 と対応 と い う 研修会が行われている と い う こ と を記載してお り

ます。 以前、 日 本助産師会、 看護協会のほ う でもそ う いった研修が行われている と い う こ

と で情報を頂いてお り ますので、 さ ら に詳 しい開催状況です と か講習名な どをお伺いでき

れば、 こ ち ら を こぜひ記載させて頂ければと考えてお り ます。

○市塚客員研究員 続き ま して、 30ページ、 3 . 再発防止お よび産科医療の質の向上に向

けて と い う こ と で･ まず、 冒頭“ と こ ろで、 今回、 圏曲‘分娩中の胎児,端数聴取に
あて指摘力あた事例が■圏、 圏恥.た と い う こ が書いてあ り ます。
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第 3 パラ グラ フで、 胎児心拍数聴取の方法等について、 やは り これは先ほ どか ら述べて

いますよ う る こ 、 施捲設の状況に合わせ必要時に間欠的胎児心拍数聴取、 ま たは分娩監視装置

に よ るモニタ リ ングを行 う と い う こ と を書いてあ り ま して 、 次の第 4 パラ グラ フ には、 分

娩監鈷兜装置の時のモニタ リ ングに関 しては、 紙送 り 速度は 1 分当た り 3 cmで記録しま し ょ

う と い う こ と 、 これはガイ ドライ ンの推奨の方法ですが、 それをお願い してあ り ます。

また、 次に3 1ページに入 り ま して 、 やは り 取 り ま したモニタ リ ングの保存、 胎児心拍数

陣痛図を保存する こ と と い う こ と も重要であ る と い う こ と で書いてあ り ます。

最後のパラ グラ フですが 、 適応や状況に合わせて分娩監銘現じ装置の装着、 ま たは ド ッ プラ

法等によ り 胎児心拍数聴取 と子宮収縮の言鮖面を正 し く 行い、 胎児低酸素 ･ 酸血症等を早期

に診断する こ と 、 また 、 陣痛図を正し く 記録 ･ 保存 し、 心拍数聴取について適正に記録す

る こ と が再発防止および産科医療の質の向上を図る う えで重要である と い う ふ 効こ記載さ

せて頂いてお り ます。

続き ま して、 1 ) 産科医療関係者に対する提言。

( 1 ) 、 まず 1 番 目 と しま して 、 間欠的胎児心拍数聴取にあたっては、 以下の こ と む こ留意

する と い う 形で①~③まであ り ます。 ①は産科ガイ ドライ ンの記載にあ り ますよ う に、 ま

ず一定時間分娩監視装置によ り 正常心拍数であ る こ と を確認した後に、 第 1 期は次の連続

的モニタ リ ングまでは1 5~90分間ご と に間欠的胎児心拍数聴取を行 う と い う ふ う に してあ

り ます。

②、 ⑧は、 ｢助産所業務ガイ ドライ ン｣ 5 . か ら の抜粋にな り ますが、 肋産所において

分娩監銘兜装置を設置していない状況では、 分娩第 1 期は1 5分ご と 、 分娩第 2 期は 5 分ごと

に胎児心拍数聴取をする と い う こ と 。

③間欠的胎児心拍数聴取の聴取時間は、 分娩第 1 期、 第 2 期 、 いずれも子宮収縮直後に

少な く と も 60秒間は聴取する 。 先ほ ど説明あ り ま したが 、 F I G O の文献を引用 しま して、

こ の ｢は｣ と い う こ と を今回入れさせて頂いてお り ます。
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次に (2 ) 、 次は一定時間 (20分以上) の分娩監視装置を装着する状況について分か り や

す く 表○ -○- 2 の と こ ろに分娩監視装置を装着する状況について表でま と めてあ り ます。

同様に (3) と しま して 、 次は連続的モニタ リ ングを行 う 状況 と い う こ と で、 これも ｢産

婦人科診療ガイ ドライ ン｣ を基に作成してお り ますが、 表0一0- 副こ連続的モニタ リ ン

グを行 う 状況を記載してあ り ます。 こ こ " こ ｢産婦人科ガイ ドライ ン｣ において、 T O L A

C の と こ ろだけは別建てに連続的モニタ リ ングを しま し ょ う と い う 、 T O L A C の頁で書

いてある んですが、 今回は一つにま と めて連続的モニタ リ ングを行 う 状況と して 、 T O L

A C も こ の表の中に組み込ませて頂き ま した。

次、 (4) 連続的モニタ リ ング中の胎児心拍数陣痛図の評価について、 これもガイ ドライ

ンを基に作成 させて頂いていま して、 モニタ リ ングしている胎児心拍数の評価は分娩第 1

期、 分娩第 2期、 レベル 1 、 2 の と き 、 も し く は 3 の と き と い う 形で、 それぞれ分類 して

書いてあ り ます。

(5 ) 分娩監篩見装置を装着する際は、 以下の こ と に留意する と い う こ と で、 まず、 時刻を

正 し く 記録する と い う こ と 。 また 、 先ほ どから述べていますよ う 乾 こ 、 1 分間あた り 3 cmで

記載する よ う に しま し ょ う と い う ふ う に してあ り ます。

また 、 ゼロ点調整な どを行い、 正 し く 陣痛と 心拍の関係が分かる よ う に正確に記録でき

る よ う 々 こ しま し ょ う と い う ふ う に してあ り ます。

(6) は、 胎児心拍数陣痛図は診療録と と も に適切に保管する と い う こ と を記載していま

す。

2) 学会 ･ 職能団体に対する要望と しま しては、 ( l ) 日 本産科婦人科学会、 日 本産婦人科

医会は、 ｢産婦人科ガイ ドライ ン20 1 1年版｣ について、 陣痛発来後や子宮収縮剤使用時の

分娩監視L方法お よびT O L AC 中 、 完全破水後、 分娩第ロ期遷延等の胎児輩鞘皀不全が起こ

る可能性があ るハイ リ ス ク分娩の際は、 分娩監視方法な どの記載について さ ら に乙分か り や

すい ものへ と 改訂する こ と 、 またそれ ら について会員に周知する こ と を要望させて頂き ま

32



す。

(2) 、 こ ち ら も 日 本助産師会の ｢助産所業務ガイ ドライ ン｣ の間欠的胎児心拍数聴取の

方法の記載に加えて 、 分娩監銘児装置の一定時間の装着および連続的モニタ リ ングの必要性

等について、 会員に対して周知徹底を図 る こ と を要望させて頂き ます。

(3 ) は 、 分娩監視装置の紙送 り 速度を 3 cmで統一して頂きたい と い う こ と を要望させて

頂いてお り ます。 以上です。

○池ノ 上委員長 あ り が と う ございま した。 胎児心拍数の聴取について説明頂き ま した。

いかがで し ょ う か。

○岩下委員 一番最後の本題の34ページです。 2 ) 学会 ･ 職能団体に対する要望の ( 1 ) の 3

行 目 からの ｢分娩第n期遷延等の胎児機能不全が起こ る可能性があ るハイ リ ス ク分娩の際

の分娩監視方法な ど｣ と あ り ますが、 これは非常に文章が分か り づ らいの と 、 それから

｢等｣ と か ｢な ど｣ と い う 言葉があ り ますので、 これは要望を出す以上、 も う 少 しはっ き

り したほ う がいいん じゃないか。

同 じ く (2滝こ も 、 日 本助産師会の方に ｢必要性等｣ と あ り ますけれども 、 こ の ｢等｣ も

取 られた方が よ り 強い要望になる ん じゃないかと思 う ので、 言わせて頂き ま した。

○池ノ 上委員長 あ り が と う ございます。 じや あ 、 少 し こ こ を整理して、 ブラ ッ シュ ア ッ

プして下さい。 お願い します。 あ り が と う ございます。 他にいかがで し ょ う か。

○箕浦委員 ち ょ っ と 細かい と こ ろなんですが、 28ページの正しい陣痛計測 と い う と こ ろ

で、 池ノ 上委員長 と か藤森委員にち ょ っ と お聞き したいんですが、 こ のゼロ設定の と こ ろ

です。 ゼロ設定の と こ ろっ て 、 私、 昔、 現場に も っ と今よ り いた と き には、 ゼ ロ設定と い

う のは、 ゼ ロ設定のボタ ンを押すと 陣痛曲線が 目盛 り の1 0皿の辺に来るんです為 これは

内圧を測 り ますと 、 陣痛がない と き は大体子宮内圧は10加川g ぐ らいになっている ので、 そ

こ に来る よ う になっ ていた と思います。 私の記憶が正しい とする と 、 そ う い う 記載に した

ほ う が良いのではないか と 、 何かあいまいな記載になっている と思いますので、 いかがで
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し よ う か。 ち ょ っ と お聞き したい。 僕の記憶が合っていたか ど う か。

○藤森委員 多分そ う だ と 。 ゼ ロ じゃ な く て 1 0か1 5か、 そんな数字だった と思います。 で

も 、 ボタ ンはゼ ロ設定と書いてあった よ う な気が します。

○池ノ 上委員長 これは僕も さ っ き 聞いていなが ら 、 ち ょ っ と 違和感があったんですけれ

ども 、 ゼ ロ設定って、 本来はダイ レク ト をやる と き にオープン ･ ツー ･ エアーで、 圧がゼ

ロ になる と い う と こ ろであって、 それでつな ぐ と 1q皿ぎ り ぎ り ぐ らいの と こ ろ を う ろ う ろ

する と 。 それを間接にする と 、 あそ こ ら辺に持って く ればち ょ う どいいん じゃないかな と 。

ですか ら 、 基線の位置 と いいますか、 そ う い う のがちゃん と した表現にな り ますれ

0箕浦委員 ゼロ設定の と こ ろを押す と 、 一応、 陣痛計に 目盛 り がついていますか ら 、 陣

痛の紙にですね 1ommの と こ ろに来る よ 効こ設定されているんだろ う と思 う んです。

○池ノ 上委員長 ｢ゼ ロ設定｣ と い う 言葉を入れない方がいいん じゃ ないですか。 正確に

言 う と 、 ｢ゼ ロ設定｣ と い う 言葉にはち ょ っ と正確性がない よ う な気が しますけれども 。

○藤森委員 昔、 ト ラ ンスデューサーに く っつけてやっていた と き は、 あげてゼ ロ に して 、

確かにそ う で した。 だか ら 、 ゼ ロ なんですれ 今は、 も う ボタ ン一つだけですけ ど。 確か

に。

○池ノ 上委員長 だから 、 陣痛のない と き か ら陣痛の山の頂点までが来る よ う に と いって

十分分かる と思いますので、 箕浦委員がおっ しゃ った よ う に して頂いたほ う がいいと思い

ます。 あ り が と う ございます。 他にいかがで し ょ う か。

○板橋委員 例えば 5 ページなんですが、 原因分析報告書か らの抜粋で、 0 と ◎は何の説

明でしたっ け。 よ く 分か ら なかったので、 伺いたいのですが。

○事務局 (御子柴) 事務局の整理です。 原因分析報告書の中で、 各論と して記載 されて

いる と こ ろ と 、 要約 され記載されている ｢ま と め ｣ と い う 項があ り ま して 、 その ｢ま と

め｣ の部分か ら 引用 した も のが分かる よ う に 、 事務局の整理と して◎を書いて記載してお

り ま したが、 最終的には記載を引用 した と い う こ と で、 同 じ扱いに致 します。 失礼致しま
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した。

○池ノ 上委員長 あ り が と う ございます。 他にいかがでし ょ う か。 よ ろ しいですか。

○隈本委員 分析で、 間欠的聴取について、 ガイ ドライ ンでは90分までよ し と い う こ と を こ

なっ ていて、 しか し、 そのガイ ドライ ンの趣富ま、 90分 と い う のは 1 対 1 で面倒見ている

と き と い う 何か限定句がついている と い う ふ う に聞いた こ と があ り 、 そ う い う 解説を受け

た こ と も あ るんですが、 ガイ ド ライ ンに違反 していない場合、 原因分析では選択肢と して

あ り 得る と い う か、 やむを得ない と い う 判断で、 実は評価を しない こ と が多いんですれ

ガイ ドライ ンが90分になっている ので、 本当は連続的に したほ う がいいだろ う な と 分析し

てい る先生方が思っていて も 、 こ こ を指摘するわけにはいかんな と 。 つま り 、 も っ と 頻回

にやるべき だ と い う ふ 効こ仮に思った と して も 、 それはガイ ドライ ン違反じゃないか ら 、

こ こ を厳し く 言 う のは ど う かな と い う と こ ろで、 いつも原因分析を していてち ょ っ と歯が

ゆ く 思 う のは、 ｢90分間隔｣ と い う 言葉です。

こ の ｢90分間隔｣ は、 文献に よ る と 、 連続監鈷児をするの と 90分間の間欠監視をする ので

脳!塩麻痺発生 と か重症仮死の発生に差がなかった と い う 、 そ う い う 文献を基にガイ ドライ

ンが90分になっているそ う ですが 、 ただし 、 その前提条件と なっているのは、 1 対 1 の対

応で、 だか ら 、 一人の医療関係者が一人の妊婦を見ていた場合差がなかった と い う こ と だ

と い う こ と で、 恐 ら く 、 それが一般のお医者さ んたちには正 し く 伝わっていない可能性が

あ るん じゃないかな と私は思っているんですが 、 その点については専門家の先生方はど う

い う ふ う にお考えでし ょ う か。

○池ノ 上委員長 先生、 分か り ますか。

○藤森委員 すみません。 さ っ き も F I G Oのス タディ グループの話が出ていたんですけ

れども 、 私、 ち ょ っ と記憶にないんですけれども 、 1 5分間欠 と かに した場合、 1 分間は聴

取すべき と書いてあるんですけれど も 、 これは何を も っ て異常 とする と か、 その後、 ど う

い う ものを も って次のステ ップに進む と かと い う ふ う には書いてある んで したっ け。 ち ょ
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っ と確認なんですけ ど。

○事務局 (御子柴) お手元の ｢産婦人科診療ガイ ドライ ン201 1年版｣ の 196ページ と 197

ページをご覧頂きたいのですが、 最初の隈本委員から の ご指摘の、 論文 ･ 研究等における

連続的モニタ リ ングなのか間欠的聴取なのか と い う 議論におけ る状況 と して 、 1 対 1 での

監視か と い う こ と につき ま しては、 196ページの 3 段落目 あた り みこ書かれてお り ます。

2 点 目 の F I G Oのス タディ グループの件につき ま しては、 1 9 7ページの 2 段落 目 、

｢特に リ ス ク のない｣ か ら始ま る段落に記載されてお り ます。

○隈本委員 ああ、 そ う ですね。 だか ら 、 多分、 そ う なんです。 要する に、 陣痛収縮の直

後に測れていて 、 しかも 1 対 1 対応の と き 90分間隔でも連続的モニタ リ ング と差がない と

い う のが条件である に も 関わ らず、 やっ ぱ り 原因分析報告書と い う のは、 基本的にその先

生に納得して頂かなき やいけないので、 ゴールデンス タ ンダー ドのガイ ドラ イ ンに比 して

ど う か と い う 話にな る ので、 本当はこ う したほ う がいいよ と い う ふ 効こ仮に思っ ていて も 、

そ う 書いていないこ と が多いです。

そ う い う 意味では、 再発防止委員会のほ う から言 う と き には、 あえてですけれど も 、 そ

んな こ と は知っている と い う ふ う に言われるかも しれませんけれども 、 こ の90分 と い う の

は、 こ う い う 対応を した場合の90分であって と い う こ と を原因分析報告書の心拍数聴取の 、

本文中に引用 して頂いたほ う がいいよ う な気がするんですが 、 そんな こ と みまみんな知って

いる とおっ しゃいますかね、 皆 さ ん。

○藤森委員 間欠は分かったんですけ ど、 僕が言ったのは、 何を も っ て次のステ ップに入

るか、 何を も っ て異常とするか と い う 、 こ の こ 割ま書いてあったんでしたっ け。 F I G O

の原著には。

隈本委員がおっ しゃ ったス タディ の間欠的聴取 と連続的モニタ リ ングの聴取 と い う のは、

僕の記憶が正しければ、 間欠的聴取 と い う のは、 あ る一定期間で陣痛後 1 分間聴く んです

けれど、 3 回連続した子宮収縮で、 かつ異常 と する のは心拍数が100未満になった と き に 、
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その段階で分娩介入する群と連続モニタ リ ング した群で脳!陸麻痺の頻度が変わ ら なかった

と い う 研究だった と記憶 していますけれども 、 こ の F I G Oの も のは どこ る こ も 、 こ のガイ

ドライ ンもそ う なんですけれども 、 どの点で異常 とするか、 異常が出た時点で分娩介入す

る のか、 それ と も連続的モニタ リ ングする のか と か、 そ う い う 次のサジェスチ ョ ンがガイ

ド ライ ンにも書いていないんですけれども 、 そ こ は ど う なんで したっ け。 ち ょ っ と確認し

てほ しいんですけれど も。

○事務局 (御子柴) 只今データが手元にございませんので衞鶴認して、 記載する と い う こ

と であれば、 異常後のそ う いっ たサジェスチ ョ ンについて も追記して正 しい方向に提言が

結びつ く よ う に記載致します。

○藤森委員 ガイ ドライ ンでず う っ と僕、 間欠的聴取、 助産師のガイ ド ライ ンもそ う なん

ですけれども 、 間欠的聴取でもいいですよ と書いてあるんですけれども 、 いい と言 う んだ

けれども 、 それで何を も って異常で、 異常が出た段階ですぐ分娩介入するべき なのか、 そ

れ と も連続的モニタ リ ングを しな さ い と い う こ と なのか、 次に異常が出れ“報連続的モニタ

リ ングに変えな さい と い う ガイ ドライ ンなのかと い う のが 、 ち ょ っ と “まつ き り しないんで

すよ聡 いつも思っていたんですけ ど。 そ こ をち ょ っ と 、 書 く のであればそ こ まで、 ガイ

ド ライ ンには書いていないんですけれども 、 踏み込んで書く のかど う か と い う の も 、 間欠

的聴取でも構わない と い う ふ効こ言 う のであれば、 次の方針と い う か、 研究は全てそ う い

う ふ う にデザイ ン されて行われている はずなので、 大丈夫だと言って も 、 聴 く だけではな

く て、 異常を ど う い う 定義に していて、 異常が出た と き に ど う い う 次のステ ップに入るの

か と い う と こ ろまでは、 やっ ぱ り 必要なん じゃないから思 う んですけれども 。

○池ノ 上委員長 この20 1 1年のガイ ドライ ンの分娩監視の方法と い う の も 、 非常に歯切れ

の悪い書き方が してあって、 日 本の文化 と か 日本の社会の受け入れ体制 と かい う よ う なの

が出てきつつ、 それに色々 な研究結果を ど う 合わせるかと い う 、 かな り 難産の結果の これ

はガイ ド ライ ンになっているんですね。
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ですか ら 、 実際に これを運用する際には、 色々 な意見が出てき て、 よ り ス ト リ ク ト に妊

婦さ んを、 あ る いは胎児を管理し よ う と する立場の人 と 、 よ り リ ベラルに母親に 自 由 に分

娩を経験させよ う と い う 立場の人の意見がぶつかっている と い う のが、 日 本の今の現状だ

ろ う と思 う んです為 それが こ コロ現れている 。 それを ど う い う ふ 効こ こ の再発防止委員

会で提言 と して持ってい く か と い う のは、 恐 ら く 、 エ ビデンスをちゃん と示 しなが らする

と い う こ と になる と 、 これはエビデンスがない と い う こ と み こなっ ちゃ っ て 、 何も言えな く

なって しま う と い う こ と をこな る と思 う んですれ ですか ら 、 こ のガイ ドライ ンが示してい

る こ と の重み と い う のをあ る程度評価 しなが ら 、 我々 と しては実際の事例を僻轍的に見て

いるわけですので、 そ こ から 出て く る何らかの導き 出せる提言 と い う も のを探 してい く と

い う こ と になる のではないかと 思います。

ですか ら 、 ガイ ドライ ンその も のはそ う なんだけれども 、 で も こ う なっ ちや っ た よ と い

う のを、 ガイ ドラ イ ンがそ う だか らいいん じゃない と は中々言えない。 逆に今度は、 ガイ

ドライ ンでも示 していないのにそんな こ と ま でやる必要があ る の と い う 意見もカ ウ ンター

にはあ る わけですので、 そ こ をやっぱ り 我々 と しては再発防止 と い う 立場か ら 、 実際に起

こ った事例に基づいて、 我々 の手の内にある事例に基づいて議論を してい く と い う 、 一定

の条件下にはな り ますけれども 、 そ う い う 考え方でS進ま ざる を得ないのではないか と言 う

こ と で。

も ちろん、 これが将来的にはまた色々 な研究が進み、 観察が進み、 そ う い う こ と は全く

違っていた と い う こ と が 、 1 0年後、 20年後に出て く る かも しれませんけれども 、 少な く と

も現実では今の よ う な こ と であろ う と思います。

ですか ら 、 今、 藤森委員が言われた F I G O の見解だと か、 あ るいはA C O Gの見解だ

と か、 ヨ ー ロ ピア ングループの見解だ と か、 日 本の見解だと か、 色々 な と こ ろがあ る程度

揺れているんですれ それはあ る程度も う し ょ う がない と 。 では、 再発防止委員会ではど

う するかと い う こ と にな る と 、 事例を中心に話をする と い う 立場ですね これは学問の場
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と 、 大き く 外れてはいけませんけれども 、 これは学会の場と はち ょ っ と違 う ので、 あ く ま

でプラ ク テ ィ カルに、 実際に診療を行っている人たちに と っ てベネフ ィ ッ ト があ る のは ど

う い う こ と か と い う こ と を求め続けてい く と い う こ と もこな る だろ う と い う ふ う るこ私は思っ

てお り ます。 そ う い う ス タ ンスでよ ろ しいで し ょ う か。 非常にあいまいな と こ ろが出て く

る かも しれません。 その都度、 それは先生方のご意見をお伺い しなが ら ま と めていき たい

と い う ふ 効こ思います。

○勝村委員 先ほ どの説明の中で、 ポケ ッ ト版の何と かってあった じゃ ないですか。 これ

までのガイ ドライ ン、 どち ら も波形が ど う なればど う だ と い う こ と を示せていないのです

が、 そ う い う こ と を産科関係者の人がすぐ見て分かる 、 そ う い う ポケ ッ ト版ができている

んですか。

○石渡委員長代理 ガイ ドライ ンに沿った、 すごいも のができています。

実は、 それは、 各分娩機関の助産師、 看護師、 医師等々 のポケ ッ ト にそれが入ってお り

ま して、 毎 日 お産がある と して も 、 その事例ごと み こそれを見なが ら共通の認識の下で分娩

監視をやってい く と い う こ と のポケ ッ ト版なんですね ガイ ドライ ンに沿ってそれは作っ

てあ り ます。

○池ノ 上委員長 そのポケ ッ ト版、 常 日 ごろみんなが読んでいる こ と を具体的に一つ一つ

押さ えてい く と 、 レベル 1 と かレベル 2 と かい う と こ ろ にた ど り 着 く よ う な 、 そのための

情報が散 り ばめ られている 、 そ う い う も のになっている んですれ よ ろ しいで し ょ う か。

○勝村委員 このポケ ッ ト版と い う のは、 実際、 どれほ ど普及 していて ど う 扱われている

のか。 こ う い う も のっ て、 こ こ以外に も何か載っている と こ ろはあ るんですか。 僕はかな

り 探していたんです。 これの中身が書かれている よ う な も の を。

○石渡委員長代理 それは医会の方で、 注文があれば 1 冊200円だと思 う んだけれども 、

出 しているんです。 2 万冊は出ま したけれども 、 今、 増刷 している と こ ろで、 恐 ら く 、 も

っ と 普及 してい く ん じゃ ないか と い う ふ う に思っています。
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○勝村委員 例えば、 僕が、 その昔なんですけれども 、 色々 な看護師 さ ん と か助産師さん

と現場の人と話を していた こ ろなんかには、 やっぱ り こ のグラ フが こ う なっ た ら こ う だ、

ど う なっ た ら ど う なんだ と い う こ と を き ちん と知 り たい、 学びたい と思っている人がいて 、

これが こ う なっ た ら軽度の÷過性徐脈ですよ 、 これは早発性です、 これは遅発性ですよ と

書いてあ り ますけれど も 、 それが どれほ ど超えた ら ど う なっ てみたいな と こ ろが 、 細か く

マニュ アル化する の も難しいかも しれないですけれども 、 何かそ う い う もの と い う のが、

例えば先ほ どの蘇生法について も色々 なス タ ッ フが全員知ってお く べき と い う の と 同 じ よ

効こ 、 出産に関わる看護師さん、 助産師 さ んも含めてみんなが、 せっか く 分娩監視してい

る け ど、 グ ラ フの波形が実際ど う なっ た ら ど う い う 信号なんだと い う のがあ る と思 う ので、

そ う い う と こ ろに言及する よ う な も のを 、 ポケ ッ ト版だけ じゃ な く て 、 ガイ ド ラ イ ン と か

ホームページ と か、 何かそ う い う と こ ろに載せてい く こ と で、 そのむ＼拍監篩児 と か分娩監視

の大事さみたいな も のが具体的に伝わってい く ん じゃ ないかな と思 う んですけ ど。

○石渡委員長代理 こ のポケ ッ ト版の 8 ページ、 そ こ “ こ波形 レベルと それについての対応

と い う こ と が書いてあ り ます。 医師の対応 と 、 それか ら助産師の対応。 レベル 1 、 2 、 3 、

4 、 5 と い う のが色分けになっ て、 分か り やす く 作っ てあ るんです憲鸚 だか ら 、 一 目 見

れば、 ど う い う よ う な対応を した らいいかと い う こ と は、 大まかの概略はこれで分かるん

です。 あ と はその医療機関でど う い う ふ う にする か と い う こ と を適切に判断して も ら う と

い う 、 そのためのガイ ドライ ンです。

○勝村委員 すば ら しいこ と だと思 う んですよ。 僕はこ う い う も のが必要だ とず う っ と ,思

っ ていたので、 に も 関わ らず中々 ないなあ と 思っていたので、 ああ 、 あ ったんだな と い う

こ と なんですけれども 、 やっぱ り こ う い う のをガイ ドライ ン と かに も ど真ん中に載せるべ

き だと思 う んですよね。

○岩下委員 ガイ ドライ ンに載っています。

○勝村委員 いや、 そ こ しか載っていないんですよ。 グラ フが載っていないんですよ。 そ
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のグラ フ を。 つま り 、 これのポケ ッ ト版の後ろの半分です。 現場の人も 、 実際事故に関係

した と き に 、 やっぱ り 分娩監諦辻のグラ フの見方 と い う のが 、 そ う いえばよ く 分かっていな

かった と い う こ と があ る 。

結局、 胎児心拍数が落ちた らそれは危ない と い う こ と は分かるんだけ ど、 その胎児心拍

数と子宮収縮 と の関係をグラ フで しっか り 見る と い う 訓練を していない と い う こ と なんで

す。 その割には、 裁判 と かになる と 、 そ こ の見方が ど う なんだ と い う 議論になっている と

い う こ と があったので、 それを こ う い う ガイ ド ライ ン と かそ う い う と こ ろ に載せていって 、

これが遅発一過性徐脈か、 これが早発性か、 こ う い う 場合は基線細変動なのかと 、 そんな

の も ち ょ っ と 意見が専門家の人でも割れる よ う な こ と も僕は経験してきていたので、 そ う

い う と こ ろ を示 した も のができ ているんだった ら 、 これをス タ ンダー ド 々 こ してい く みたい

な こ と も 、 こ う い う 議論を しているんだった らすご く 大事な こ と なん じゃないかな と思 う

んですけれど も 。

○岩下委員 一応、 こ のガイ ド ライ ンにはその波形レベルと対応が掲載されていますが、

これに関 しては 5 年間試行期間を経て見直し と い う こ と で、 これが本当に正 しいか ど う か

と い う のは、 まだ分かっていないわけですよね。 そ う い う 段階なので、 まだ評価中 と い う

こ と が一つ。

それか ら 、 前々 回の こ の会で私申 し上げた、 せっか く こ う い う 脳↑堕麻痺の事例があ る の

で、 こ の事例の中でこの波形レベルの対応が守られた もの と 守 られない もので ど う なのか、

その割合が ど う なのか。 例えばこ の対応の通 り やっているが、 やっ ぱ り C P が発生するん

だった らば、 こ の波形レベルと対応 と い う のは見直しが必要だ と い う こ と を強 く 示唆 しま

す し、 そ う でなければこの通 り で行けばいい と い う 一つの証拠になる と思 う んですれ

○勝村委員 そ う い う 方向でと思 う んですけれども 、 つま り 、 連続監視していない事例が

ある じゃ ないですか。 12 、 1 2 、 1 2みたいなやつれ それでいいと思って しま っている人た

ちは、 結局、 分娩監諺辻装置をつけて も胎児心拍数しか見ていない と い う こ と があるんです
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よ 。 それな ら 、 ど う せ胎児心拍数しか見ていないんだった ら 、 1 2 、 1 2 、 1 2でも いい こ と & こ

なっ て しま っているわけで、 実は、 分娩監視装置の一番大事な こ と は、 子宮収縮の曲線 と

胎児心拍数の関係を見るわけです裏為 遅発や早発やと 。 だか ら 、 そ う い う と こ ろ を見る

んだ と い う ふ う じ こ意識するためには、 そ こ を見る訓練ができていなき やいけないわけです

よれ だか ら 、 それを していないのに、 皿轍兜装置をっけて連続監護辻 しま し ょ う 、 連続監鈷児

しま し ょ う と 言っ て も 、 結局、 胎児心拍数しか見ていないんだった ら 、 あ る程酸度不連続で

もいい じゃないか と い う こ と “ こなっ て く る と思 う ので、 本当 に必ず全部の出産にいる と僕

も思わないですけれども 、 やっ ぱ り リ ス ク があ る 、 ガイ ドライ ンで連続監謡見が必要だ と言

われている も のに関 してつける と き には、 やっぱ り 子宮収縮と の関係 と い う も のの意味を

も っ と 、 医師だけ じゃ な く て現場の人にパ ッ と普及 してい く と い う こ と が大事なので、 こ

のポケ ッ ト版みたいな も のを も っ と普及 させてい く と い う こ と は、 こ の議論と してはすご

く 大事なんじゃないかと思 う んですけ ど。

○石渡委員長代理 ま さ に先生が ご指摘の よ う な 、 その よ う な講習会を全国的に開 こ う と

している わけで、 今、 現実に始ま ってきているわけです黄熟 実際、 どの ぐ らい されてい

るか と い う のは分か り ませんけれども 、 今、 お話 し しま した よ う に 、 そのポケ ッ ト版が今

2 万5 , 000 ぐ ら いは出ている と思 う んですよ 。

それで、 医会では年に 1 回やってお り ますけれども 、 各支部の方でも あ る程度のモデル

的な講習会みたいな こ と をやって普及 させてい こ う と い う こ と を考えてはいる んです。 ち

ょ う ど新生児蘇生、 今、 全国的にや られています義な ああい う よ う な形の も のを作って

いき たい と い う ふ う に思っ ているので、 今、 始ま った と こ ろ と いいますか、 実際に医療機

関によ っ ては今までもやっている と こ ろはた く さ んあ り ますけれども 、 これは診療所レベ

ル、 あ る いは全ての医療機関にやって頂きたい と い う こ と でそ う い う 活動が始ま ったわけ

ですか ら 、 ど う ぞご期待下 さい。

○勝村委員 それだと 非常に僕 と しては頼も しい と い う か、 あ り がたい。 僕 と しては期待
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している ので、 新生児の蘇生と 同 じ よ 効こ、 こ の再発防止委員会の報告書でもそ う い う 現

況みたいなも のを しっか り 書いて も ら っ て、 さ 戦こそれを全体で支援してい く 方向、 でそ

う い う こ と に対する価値が高い と い う こ と を 、 こ う い う 報告書でも示 していけ る よ う な形

でやって も ら えた らいいな と思 う んですけれども 。

○隈本委員 そ う い う 意味では、 こ の再発防止報告書にこれを具体的に紹介する文言を入

れた ら ど う ですか。 も ちろん、 知っ ている人は知っている と思 う んですけれども 、 こ の報

告書を読んでこ う い う も のをいつも手元に持ってお く と い う こ と の大切 さ と い う も のを こ

こ に数行書いてお く と い う のは、 いかがで し ょ う か。 や り 過ぎなんですか。

○池ノ 上委員長 さ っ き ち ょ っ と岩下委員がおっ しゃ った よ う に 、 こ う い う 考え方があっ

ていいね と言 う 人がいるんです。 いる んですと い う のは、 世界的にですね。 これをやって 、

そ して こ の レベル 1 、 レベル 3 、 レベル 4 と い う ので対応した と 。 それで脳!陸麻痺が減る

か、 新生児死亡、 周産期死亡が減るか ど う か と い う のは、 ま だ分か ら ないんです。 これに

近いよ う な ト ライ アルを したア メ リ カ の グループがいるんですが、 全く 同 じ じゃないんで

すけれども 、 その と き は う ま く いっていないんです。

ですか ら 、 今、 岩下委員がおっ しゃ った よ う に 、 これを 5 年間な ら 5 年間でやってみて、

本当にこれでガン と減った と かい う よ う なのが出て く ればいい し、 逆に言 う と 、 これで、

反対の影響が出て く るかも しれない。 だから 、 そ こ を こ う い う 宕教科書に載せて しま っ てい

いか。 教科書 と い う か、 こ う い う のに載せて しま っていいか と い う と こ ろは、 まだち ょ っ

と 我々 は慎重でなければいけない と い う ふ う に思 う のです。

0勝木･矮諄員 その点の慎重さ と い う のは、 学会で議論して頂ければいいんだろ う な と い う

こ と は、 よ く 分か り ま した。

ただ、 僕が言いたい こ 割ま、 こ の20 1 1 のガイ ドライ ンで言えば、 199ページに、 例えば

アンサーの 2 番 目 の と こ ろで、 以下のいずれかが認め られる場合は ど う のこ う の と言葉で

書いている 、 その基線細変動を伴った繰 り 返す遅発一過小野徐脈 と い う のが どんなグラ フな
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のか と い う のを こ こ に載せる と い う こ と の大事さ と い う こ と を 、 本当 に必要ないんで し ょ

う か。

○池ノ 上委員長 それは、 基本的には、 産婦人科医の ト レーニングを徹底する しかないん

です。

○勝村委員 いや、 だか ら 、 それは助産師も看護師も ある程度グラ フ を見て分かる よ う に

な ら ない と 、 モニターをつけな さ い、 つけな さ い と言っている こ と と 合わないんです長為

○上田理事 報告書では、 これまでも 、 胎児心拍数聴取について、 テーマに沿った分析を

しています。 ま さ る こモニターその も のを こ の報告書で取 り 上げるべきではないか と の ご指

摘があ り 、 今までも宿題になっ てお り ます。 これは原因分析委員会で専門家が分析した貴

重なモニターですので、 これを産科医療関係者に知って も ら う こ と は産科医療の質の向上

につなが り 、 再発防止につなが る と いわれています。 一方、 モニターの判読はかな り 専門

的な と こ ろがあ り ます。 また、 モニターは診療録の一部 と い う こ と で、 取 り 扱いの問題な

ど、 色々 な検討する課題があ り ます。 しか しモニターを教育 ･ 研修に活用する こ と は非常

に これは大事ですので、 産科医療関係者に教育 ･ 研修に生かす と い う こ と について、 実は、

専門家に検討していただいてお り ます。 あ る程度方向が見えま した ら 、 皆様方に報告し、

ど う い う 形で提言してい く のか、 活用する のか、 ご相談 したい と思ってお り ます。 極めて

専門的な と こ ろであ り ますので、 その専門の先生に、 実際に これらのモニターを検討して

いただいて、 も う 少 し形がま と まれば、 皆様方にご報告 したい と思ってお り ます。

○隈本委員 一つだけ。 今、 池ノ 上委員長のおっ しゃ っ ている こ と はよ く 分か り ま して、

これが本当に妥当なも のか と い う こ と を 、 今、 ず う っ と 検証してい く 、 これ と い う のは レ

ベル 1 か ら レベル 5 の判定がそのま ま産科医療の改善につながるか と い う こ と " こついて検

討している と い う こ と みこついては、 私も分かっているつも り です。

ただし 、 今、 現在、 原因分析でも この レベル4 なんだか ら こ う い う 準備を してお く べき

だった と か、 レベル 5 なんだか ら これはこ う してお く べきだった と い う ふ う に前向き に評
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価を している わけですから 、 それ と は矛盾 しない と思 う んですよね。

つま り 、 そ う いっ た原因分析を基に した再発防止なので、 そ う い う 意味ではこ の レベル

に対して ど う い う も のがあって と い う 、 こ う い う 便利な も のがある よ と い う こ と を指摘す

る 、 これに従いな さい じや な く て 、 こ う い う も のがある ので非常に参考にすべきであ るみ

たいな感じの再発防止の提言 と い う のはあって もいいんじゃないで し ょ う か。 これは確定

ではない と い う こ と はよ く 分かった う えで。

○池ノ 上委員長 本来は、 約款の問題がある ので、 今、 出せないんですが、 原因分析委員

会で検討した こ う い う 波形がた く さ んあ るんですね それはも う 実際に結果も分かってい

るわけです。 経過も分かっているわけです。 それを出す方が、 これよ り も よ っ ぽどイ ンパ

ク ト が高い と 思います。

○隈本委員 も ち ろん、 それは僕も最初か ら 申 し上げていて 、 あのパターンを。

○池ノ 上委員長 ですか ら 、 我々 と してはそち ら に重き を置 く べき であって、 これは現場

の先生方が 自 分 自身の臨床判断の参考と して これを使 う 、 これは大いに結構な こ と だと思

う んですが、 それはプロ スペク テ ィ ブに見ていき ま し ょ う と 。 こ の再発防止委員会 と して

は、 我々 の手持ちのデータでど う にか しま し ょ う よ と い う と こ ろ を 目指 してい く 方が 、 し

っか り した提言ができ るん じゃないかな と思います。

○魚雷澤睾委員 今の池ノ 上委員長の、 こ こ で集ま ったデータ を使って議論でき る よ う になっ

てい こ う と い う のは、 と て も心強いご発言で、 本当にそれができればいい と 思 う ので、 ぜ

ひそち らの方向に向かって動いていけ る よ う にお願いを したい と思います。

それと は違 う 話を して も よ ろ しいですか。

すみません、 紙送 り 用紙と い う 、 今の熱い議論か らはち ょ っ と外れて しま う かも しれな

いのですけれども 、 29ページの 1 行 目 に ｢ 1 cm/分で記録する こ と み こ ｣ と い う 記載があ る

のですが、 こ の後に出て く る のは ｢ 1 cm/分ま たは 2 cm/分｣ で、 表現が混在しているので

すれ 引用なので、 適切な と こ ろをお選び下さい。
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それで、 34ページなのですが四角の中。 これ、 コ メ ン ト あ っ た ら 、 本当に 申 し訳ない。

これは逆じゃないで し ょ う か。 ｢ 3 c野分で記録した場合のほ う が鑑識月 々 こ困難を来 しやす

い｣ になっ ていませんか。

○事務局 (御子柴) ご指摘の通 り でございます。 誤植です。 申 し訳ございません。

○魚品澤委員 こ こ をち ょ っ と すみません。 大事な と こ ろなので。

こ の文章の変動徐脈の と こ ろに (一過性) と あ り ます黄熟 多く の も のに、 一過性の と

こ ろ に両括弧がついていない も のの方が多いよ う に思 う のですけれども 、 何か意味があ り

ますか。 私、 こ のあた り は専門家の先生方に ご判断頂かなければいけない と思 う のですが 、

結構大事な と こ ろなので、 用語をち ょ っ と ご確認下さい。

○池ノ 上委員長 それは荷鶴認でき ますか。

○藤森委員 括弧はい ら ないん じゃないですか。

○池ノ 上委員長 い ら ないですね。

○藤森委員 多分、 本文の中に二過性 と い う と こ ろが入っていない記載があったか ら 、 多

分、 こ う い う ふ 効こ書いているん じゃないかと思 う んですけ ど、 括弧はい らない と思いま

す。

○池ノ 上委員長 正式に ど う い う ふ う な名称になっ ているかを確認して頂いて 、 フルで書

いて頂いたほ う がいい と 思います。 あ り が と う ございま した。

それでは、 ど う も あ り が と う ございま した。 他に よ ろ しいで し ょ う か。

○福井委員 も っ と小 さ な話になって しま う んですけ ど、 用語の使い方なんですが 、 胎児

心拍数聴取についてを見て、 おやっ と思ったのは、 ｢ス タ ッ フの判断に よ っ て｣ と使われ

ているんですれ 新生児蘇生についてのほ う では、 原因分析報告書の中に書かれている の

でやむを得ないのかな と思ったんですけれども 、 看護要員、 看護ス タ ッ フ 、 コ メ ディ カル、

色々書かれている んです。 助産師 と看護師の役割が違 う ので、 はっ き り 分かっている と こ

ろは助産師と き ちん と書いて頂き たい と思いますし、 看護要員 と いった場合には看護補助
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者も入るんですね。 助産師、 看護師で行く のであれば、 看護職員 と い う使い方が一般的な

んだと思 う んです。 こ の資料 1 と 2 では、 用語の使い方が一致していないので、 そ こ は修

正可能なのであれば、 修正 して頂いたほ う がいい と思います。

○池ノ 上委員長 この原因分析報告書から一部抜粋した と こ ろ “ こ も 、 それは入っているん

ですかね た く さ ん入っているんですか。

○事務局 (御子柴) はい。 左様でございます。

○隈本委員 原因分析委員会では、 資料から明 らかに助産師である と い う こ と が分かった

場合は助産師 と書き 、 明 ら かに看護師である と分かれほう看護師と書 く んですが 、 看護師な

のか助産師なの力罐准看護師なのか分か らない場合には看護ス タ ッ フ と い う ふ う に書 く と い

う 、 そ う い う ルールで報告書を書いています。

結局、 提出 された資料の中でその記録を書いた人が明 らかに名前が分かる よ う なケース

だ と か、 そ こ には助産師が一人しかいない と か、 そ う い う よ う な状況でない眼睨ま、 誰が

その処置を したか分か ら ないので、 看護ス タ ッ フ と い う ふ う に書かれているケースがあ り

ます。

だか ら 、 分析報告書を引用する場合は、 そ こ は修正不可能なんです。 特定でき る限 り は

特定している “まずです。 それを引いて こ ち ら側の再発防止委員会の地の文章にする と き に

は、 具体的に どこ 、 何々 、 と 書いたほ う がいい と思います。

○池ノ 上委員長 今、 福井委員がおっ しゃったのは、 看護職員 と要員。

○福井委員 賭寵員 と要員は明確に分けて頂き たい。

それから 、 原因分析委員会で使われている言葉は直せないのだった ら 、 それはやむを得

ないけれども 、 再発防止報告書で統一 して頂きたい。

○池ノ 上委員長 いいですか。 大丈夫ですか。

○事務局 (御子柴) はい。

○池ノ 上委員長 はい。 では、 ど う も あ り が と う ございま した。
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それでは続き ま して、 1 88件の集計結果を事務局のほ う か ら説明をお願い致します。

2 ) ｢数量的 ･ 疫学的分析｣ について

( 1 ) の集計結果について

○事務局 (加藤) それでは、 数量的 ･ 疫学的分析の集計表の部分について ご説明 させて

頂き ます。

本 日 、 資料 3 と 資料 4 の 2種類がございますので、 両方見比べなが ら ご説明 させて頂き

たい と思います。

まず、 資料 , のほ う ですけれど もJ嗽行いま ･麓,回の委員会“■薑の集計表

資料4 のほ う を ご覧下さい。 前回の委員会の と き に ご意見があ り ま して 、 分娩機関の病

棟の区分、 産科朝帯同棟なのか、 産婦人科病棟なのか、 他の診療科 と の混合病棟なのか、

と い う と こ ろ を示 してほ しい と い う ご意見がございま したので、 今回、 資料4 の一番上、

追加分娩機関の病棟 と書いている表にお示し してお り ます。

今までの第 1 回 、 第 2 回の報告書では示していない新しい表にな り ますので、 今後も件

数を更新して掲載してい く か、 集計表には掲載せずに、 必要に応 じてテーマに沿った分析

の部分で触れる かについて ご審議頂ければと 思います。

資料が前後 して申 し訳ございません。 次に 、 資料 3 のほ う の1 1ページをご覧下さい。 資

料 3 の 1 1ページ、 下の表、 表 1 - 4 - 9 でございます。 こ ち ら は、 分娩誘発 . 促進の処置

の有無 と い う 表でございますが、 【重複あ り 】 と してお り ま して 、 こ ち ら も以前の委員会

の際に重複あ り の場合に ど う いっ た重複を している のかを示 してほ しい と い う ご意見がご

ざいま したので、 資料4 の下のほ う に同 じ表を重複な しの形でお示し してお り ます。 誘発

“劾鬮、 促進のみが囲、 両方あ , が圃、 そ“他 と い う ふ う に ･ 勲れ“形でお
示し してお り ます。
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こ ち 域こつき ま して も 、 従来通 り 【重複あ り 】 で示す形 と 、 今回の よ 効こ 、 重複な しで

示す形と どち ら が分か り やすいかと い う と こ ろ も含めてご検討頂ければと思います。

続き ま して 、 資料 3 のほ う の 1 3ページを ご覧下 さい。 1 3ページの下の表、 表 1 - 4 - 1 3 、

急速遂娩の有無および適応の と こ ろの注釈、 網かけを している部分でございます。 こ ち ら 、

急速遂娩の適応の と こ ろでその他の件数が増えてまい り ま したので、 その他に ど う いっ た

も のが含まれているのか と い う のを注釈でお示し致しま した。 も う 少 し件数が増えてきた

段階で、 あ る程度カテゴ リ ー分けができそ う で した ら 、 少 しカテゴ リ ー と して出 してい く

方向 も考えたい と考えてお り ます。

続き ま して、 集計表のほ う 16ページ、 真ん中の表をご覧下 さ い。 表 1 - 5 - 1 、 出生体

重 とい う 表の注釈でござい“す。 こ ち ら ｢不明, と い う のが.あ荻ですけれども 、 出
生体重が不明な理由 と い う こ と で、 注釈に、 蘇生処置な どを優先する ため、 出生時に体重

を計測でき ない こ と も あ る と い う ふ う に記載させて頂いてお り ます。 こ ち ら 、 不明だった

■が、 なぜ出生時“種計測ができ なあたのかが分か り ませんで した“で、 -般論と
い う 形で、 こ う い う こ と も あ り ます と い う よ う な書き方に してお り ます。

続き ま して、 同 じページ、 一つ下の表 1 - 5 - 2 、 出生時の発育状態でございます。 こ

ち ら も網かけ してい‘&“、 注,) で ｢不明, , い う のが.ございます“で、 その ｢不
明｣ の理由 と して出生体重が不明の事例、 それか ら ｢在胎週数別出生体重基準値｣ の判定

対象外である妊娠42週以降に出生した事例であ る と い う ふ う に 、 ｢不明 ｣ の理由 を注釈で

お示し してお り ます。

続き ま して、 集計表の1 9ページをご覧下 さい。 真ん中の表にな り ます。 こ ち ら は注釈の

部分は、 今回のテーマに沿った分析の部分でも 同 じ表を掲載してお り ますので、 同 じ注釈

を集計表のほ う に もつけ させて頂き ま した。

それか ら 同 じ表ですが、 資料4 のほ う に、 こ ち ら も 【重複あ り 】 の表になってお り ます

ので、 重複がない形で示した表を掲載させて頂いてお り ます。 こ ち ら につき ま して も 、 従
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来通 り 、 重複あ り で示す方法 と重複な しで示す方法と 、 どち らが よいか と い う と こ ろを ご

議論頂ければと思います。

集計表のほ う 、 最後にな り ます。 1 9ページ、 同 じページの一番下、 新生児の診断につき

ま して も 【重複あ り 】 と なっ てお り ますので、 資料 4 のほ う で重複のない形で表をお示し

してお り ます。

前回の委員会か らの修正点は以上でございます。

○池ノ 上委員長 ど う も あ り が と う ございま した。 ただいま重複を避けた表 と重複したま

まの表と でいかがで し ょ う か と い う こ と の よ う ですが 、 いかがですか。 ど う ですかね。 -

つずついき ま し ょ う か。

じゃあ 、 分娩機関の病棟で、 他科 と の混合 と か、 これは福井委員が確かおっ しゃ っ たん

ですよれ いかがですか、 こ の表。

○福井委員 この表はぜひ載せておいて頂き たい と思います。 さ ら 乾 こ件数が増えま した ら 、

こ の混合病酌東と他の要因 と のク ロ ス を させてみる と 、 混合病耐束の影響要因があ るのかない

のかが分かって く る のではないかな と 思います。

○池ノ 上委員長 はい。 あ り が と う ございます。 それでは、 そ う い う こ と ででき ますか。

よ ろ しいですか。

では、 その次は、 分娩誘発促進の処置の有無ですね。 これ と資料 3 の1 1ページの表 1 -

4 - 9 、 これで行 く か、 こ ち ら で行 く か と い う 、 いかがで し ょ う か。 どち ら が分か り やす

いですか。

○藤森委員 ち ょ っ と確認だけいいですか。

こ こで言 う誘発 と促進の違いを 、 促進の中には人工破膜と子宮収縮だけ と い う ふ う に考

えていいんですか。 ど う い う ふ う な、 英語にする と 、 イ ンダク シ ョ ン と オーギュ メ ンテー

シ ョ ン と い う こ と みこな る と思 う んですけれども 、 ど う い う 定義 と い う か、 ち ょ っ と教えて

頂ければと 思 う んですけれども 。
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○事務局 (御子柴) 注釈 1 々 こあ り ます処置の内容 と致しま しては、 記載の通 り でござい

ま して、 ラ ミ ナ リ アの挿入、 メ ト ロ イ リ ーゼ法、 人工被膜、 収縮薬の投与 と い う も のが処

置の種類 と しての定義 と なっ てお り ます。 分娩誘発 と促進の違い と致しま しては、 陣痛開

始前にこれ ら の処置を行った場合は ｢分娩誘発｣ 、 陣痛開始以降に行ったも のにつき ま し

ては ｢分娩促進｣ と してお り ます。

資料4 のほ う の ｢両方あ り ｣ に関 しま しては、 陣痛開始前に行った処置をまず誘発 と し

て 1 カ ウ ン ト しま して、 その後分娩経過上、 陣痛開始時刻を取った後に これ ら の処置を行

った場合、 つま り 陣痛開始後以降に行ったものについては ｢分娩促進｣ と してカ ウ ン ト し

てお り ます。 分娩誘発に よ って開始した陣痛ではあ り ますが、 陣痛開始時刻以降に行った

処置を促進 と してお り ますので、 両方あ り と い う 事例が存在してお り ます。

○藤森委員 そ う する と 、 分娩促進の中に陣痛が来てか ら ラ ミ ナ リ ア と かを入れている事

例も ある と い う こ と ですかね

○事務局 (御子柴) 主には人工被膜の事例が多いかと思います。

○藤森委員 人工被膜も し く はオキシ ト シン使用 と い う こ と ですれ 分か り ま した。 あ り

が と う ございます。

○池ノ 上委員長 いかがですか。 これは勝村委員か らですか。 重複を省いた方がいいん じ

ゃないか と い う ご意見があったのは。

○勝村委員 こ う い う 表 と い う のは、 一般にク ロ ス してみて何かが分か ら ないか と い う こ

と でやるので、 そ う い う 意味では重複が色々 あ り と い う 形で どん どん済ま してい く と 、 表

はできてい る けれども分析でき ない と い う こ と になる ので言っているんですけれど、 この

二つを比べた ら蟻数が■だった り 、 注釈があみ な しに分けた り と 、 ただ菫を外し
ているだけ じゃな く て 、 何かコ ンセプ ト が違 う ので、 ち ょ っ と すぐに ど う なのかな と分か

ら ないんですけれども 。

○事務局 (御子柴) 表の見やすさ と い う観点では、 元の案の方がパ ッ と見た と き に実際
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の件数の内訳が分か り やすいかと思います。 両方行った も のの定義が これでよ ろ しければ、

例えば注釈で元の 1 1ページの表 1 - 4 - 9 の注釈 と して、 両方行った ものが何件である と

いった注釈を加える こ と で、 重複があ る表でも よ り情報が伝わる よ う な記載にする と い う

工夫はでき るかと思います。

。上.理事 国 と■と数字･漣 ぅ のでその点 .‘ついロ.o
o事務局 御子柴) 爪ジーま重複あわ表のため 、 稼動ミ■でござい“赫
資料4 の 1 ぺ‐ジーま重複な し“表 と してお り ます“で、 単純に分析糘件数の■が対
象 と なってお り ます。 その辺 り の体裁に関 しま しては、 方向性が決ま り ま した ら 同様に整

えたい と 思います。

○勝村委員 今、 おっ しゃ って頂いた よ う に 、 僕のあれでは注3) で重複している のがい く

ら ぐ らいで、 新たに修正している案と比べる と こ こ まで仰々 し く しな く て も 、 その一つの

注釈でこの表は行けて しま う と思 う んですけれども 。

どち ら か と い う と 、 1 2ページの上ですれ 今回はテーマになっている ので、 ち ょ っ と テ

ーマ と してやっている と こ ろ と の重複を今回は感じますけ ど、 一般、 テーマにな ら ない と

き も来る と した ら 、 こ こ なんかの重複なんてい う のは、 ク ロ スで分かればいいな と り沈思 う

んですけれども。

○池ノ 上委員長 そ う した ら 、 これ、 今後、 重複ある場合と ない場合 と 両方の表ができ る

やつは出 しておいて頂いて 、 どち ら を出 したほ う がいいか と い う こ と で、 その都度議論し

て頂 く 。 そ う い う 作業は事務局のほ う は大丈夫ですか。 負担がかかる と い う よ う な こ と は

大丈夫ですか。

○事務局 (御子柴) 件数が増えます と 1 ページに収ま ら ないよ う な表になる場合は、 も

ち ろん不可能 と い う ふ う に判断させて頂き ますが、 表の体裁 と して見える も のであれば、

両方作成致しま してご相談する と い う こ と で、 可能な も のに関 しては対応致します。

表 1 - 4 - 10の先ほ ど ご指摘があ り ま した表については、 勝村委員がおっ しゃ っ た通 り
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で、 今回はテーマの中でこ ち ら の表の重複な しの ものをお示 し してお り ますので、 集計表

におき ま してはコ ンパク ト な も のを記載させて頂ければと考えてお り ます。

○池ノ 上委員長 そ う した ら 、 表 1 ー 4 - 9 は注3) をつけて頂 く と い う こ と でこ こ は対応

して頂 く 。 はい。 あ り が と う ございま した。

○隈本委員 注3) で、 要する に、 先ほ ど ご指摘が出た よ 効こ 、 誘発 と促進と い う のは ど う

い う も のかと い う こ と を書いて頂いたほ う が。

○事務局 (御子柴) はい。 対応致します。

○池ノ 上委員長 あ り が と う ございます。

それか ら次は、 2 ページのこれですかね 出生時に実施した蘇生処置、 19ページの表 1

- 5 - 8 ですか。 いかがでし ょ う か。 田本･接さ員、 いかがですか。

○田本･矮≦員 実は、 余 り 本質的な こ と ではないんですけれども 、 今、 ち ょ う ど 1 - 5 ー 8

をおっ しゃ っ て頂いて、 そ こ の注2) の と こ ろで、 人工呼吸、 バ ッ グ ･ マス ク 、 チューブ ･

バ ッ グ、 それから実は本文のほ う でも 、 バ ッ ク &マス ク と バ ッ ク ･ マス ク と い う 形になっ

ています。 用語を統一 したほ う がいい と思います。 一応、 僕 らが蘇生のガイ ドライ ンで使

っている のは、 バ ッ グ ･ マス ク 人工呼吸。 それか らバ ッ グ ･ チューブ人工呼吸なので、 そ

れに統一 して頂いたほ う がいいかと思います。

○池ノ 上委員長 表はど ら がいいですか。 大き いほ う がいいか、 小 さ いほ う がいいかと い

う のは。

○田本･援≦員 できれば、 大きいほ う がいいだろ う と 思いますけれど も 。

○池ノ 上委員長 じゃあ、 それでいいですか。 大きいほ う 乙 こする 。

○事務局 (御子柴) こ の表では件数がかな り ば らつき ますため、 こ の数字を見て頂いて

蘇生の実施状況が概観でき る と い う こ と であれば、 新 しい大きい表に致します し、 例刻ま

逆にテーマの中でこ ち ら の表の よ う な形を記載したほ う がいい と い う こ と であれば、 集計

表はコ ンパク ト な方が一般の方に も伝わ り やすい と いった点も あ るかと思います。 よ っ て 、
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集計表は元の通 り と 致しま して 、 例えばテーマの新生児蘇生において同 じよ う な表を掲載

してお り 、 そち らで重複の状況を示すと い う の も 、 意図な どが伝わ り やすいか と存 じます。

○池ノ 上委員長 文章で と い う こ と ですか。

○板橋委員 資料4 の表 1 - 5 - 8 なんですが、 気管挿管している のが下の方で、 胸骨圧

迫、 気管挿管 と かあ り ますが、 いずれも ｢人工呼吸｣ と い う 言葉が出て こないんですけれ

ども 、 挿管 して何も しないんですか。 ち ょ っ と理解に苦しむので。 記載がなかったか ら多

分入れていない と い う こ と だ とする と 、 これも何かち ょ っ と 中途半端なデータ だな と い う

ふ う に思ったんですが 、 いかがで し ょ う か。

○事務局 (御子柴) 取 り ま と めの方法 と致しま して 、 ご指摘の通 り 、 原因分析報告書に

行った と記載がある も のを再発防止 と しては集計してお り ます。 実際には気管挿管 して全

く 人工呼吸を していない と い う 事例は余 り 多 く はない と思いますので、 重複をな しに して

見せる こ と で、 それが よ り 誤解されて伝わ り やす く な る と い う こ と も あるか と 思います。

それ ら も踏まえて どち らが よ ろ しいかをご検討頂ければ と思います。

○池ノ 上委員長 いかがで し ょ う 。 これは、 やっ ぱ り 19ページの表 1 - 5 - 9 を出 して頂

いて 、 文章で今の よ う な こ と を述べて頂けた方が分か り やすいんじゃ ないですかね 段階

的に何が行われた ら き っ と これやっている と い う のは、 大体伝わって く る と思いますので。

○藤森委員 今の表の と こ ろで、 新しい表の方には ｢いずれも未実施｣ と い う のが 1 7例あ

る んですけれども 、 1 9ページの表の方には未実施の こ と が書いていないんですね。 これは

必要だったけれどもや ら なかったのか、 それ と も アプガース コ ア 10点で生まれている よ う

なの も あ り ま したので、 必要がな く て未実施だったのか と い う のを 、 やっぱ り 未実施を入

れた方が僕もいい と 思 う んですけれども 、 その内容について ど う して未実施だったのか、

必要性があったけれども未実施だったのか、 必要性がなかったのかと い う こ と まで明確に

して未実施 と い う のは入れない と いけないん じゃないかと思いますけれども 、 いかがで し

ょ う か。
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○事務局 (御子柴) 新生児蘇生についての資料 1 にお戻 り 頂ければ乙思います。 4 ペー

ジに こ ち ら の集計表 と 同 じよ う な表を載せてお り ま して 、 表○-○- 4 と致しま して、 出

生時の新生児蘇生処置の実施状況 と して、 パーセ ンテージも加えた形で記載 してお り ます。

こ ち らの注釈3) の と こ ろに 、 ｢上記いずれも な し｣ は出生時には蘇生を必要 とする状態で

はなかった事例や、 こ の表が出生30分以内で処置開始の時間を区切ってお り ますので、 以

降に蘇生を行った事例な どは、 こ の ｢上記いずれもな し｣ と して計算してお り ます。 こ ち

ら に も ｢な ど｣ と い う こ と “ こ してお り ます、 これが網羅的な説明ではございませんので、

蘇生が全 く 行われなかった事例 も あ る とすれば、 そち ら も記載するかど う か と い う こ と も

検討したい と思います。

0池ノ 上委員長 それはする必要がなかった と い う こ と を言っているわけですれ 未実施。

○事務局 (御子柴) はい。 注釈3) にあ り ますよ う “こ 、 蘇生を必要と しなかった事例、 あ

る い "霞最初は蘇生を必ずし も必要 と しない状態で推移していた ものの徐々 に悪 く なっ た事

例な ど、 処置開始の時間の区切 り を30分 と してお り ますので、 それ以降に蘇生を行った事

例な ども含まれる こ と み こな り ます。 こ ち ら は、 集計表に も注釈を加えるのか、 また第 2 回

報告書までは ｢いずれも な し｣ の件数は記載してお り ませんで したので、 新たに加えるか

ど う か と いっ た と こ ろ を ご検言打頁き たい と思います。

○池ノ 上委員長 加えたほ う がいいですれ 加えたほ う が。 何もでき なかったん じゃ ない

んですれ 判断して しなかった と い う 。 じや あ 、 その よ う みこお願い致します。

あ 国まよ ろ しいでし ょ う か。 も う 一つ、 あ り ま したっ け。 1 9ページの表 1 - 5 一 1 0 と 、

2 ページの下の表ですれ これはいかがでし ょ う 。 これは板橋委員、 ど う ですか。

○板橋委員 19ページの表 1 - 5 一 1 0の場合よ り は、 僕は資料4 の方の表の方が 、 ああ 、

こ う い う のがあったんだな、 と い う のが分かっていいかな と思 う んですれ 複合的な問題

がやっぱ り 関わって く る と思 う ので、 そ う 単純にク リ アカ ッ ト に原因 と いいますか、 問題

が単純化でき ないので、 こ う い う 複合的な問題がある ケースはこ のほ う が分か り やすい と
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思 う んですが 、 今後、 これ以上のパターンは多分出て こ ないだろ う と思 う んですけれども 、

正期産児 と かタームに近い子ど も たちは、 恐 ら く 、 こ のパターンの中に、 ほ と ん ど範嗜に

入っ ちゃ う ケースが大部分なん じゃ ないでし ょ う か。

○池ノ 上委員長 はい。 あ り が と う ございます。 他にいかがですか。 よ ろ しいですか。 田

村委員も よ ろ しいですね。

○ 田村委員 はい。

○池ノ 上委員長 では、 その よ う " こ。

○事務局 (御子柴) ｢上記の診断な し｣ と い う 件数が新たな表にはございますので、 こ

ち ら 益 こ記載の診断名のみでお示 し していいかど う かも含めて先生方にご相談させて頂いて、

次回の資料に向けて修笙正致します。

○池ノ 上委員長 そ う して下さい。 お願い します。

じゃあ 、 これでよ ろ しいですか。 他に何かあ り ま したっ け。 よ ろ しいですか。

○箕浦委員 その他の表の こ と なんですが、 前に も 出ていた よ う な気がするんですけれど

も ･ 8 ぺ‐ジの表 1 - 4 ー 1 と ぃ う やっですね。 娩出絲ですが、 予定糊が圃、 欺
醐が酵と い う のは 滋■逆でし ょ う 九
〇市塚客員研究員 失礼致しま した。 逆でございます。

○池ノ 上委員長 あ り が と う ございます。

○箕浦委員 それか ら も う 一つ、 表 1 ー 4 - 7 の子宮破裂、 こ の表はこ の表でいいんです

が 、 興味 と して、 子宮破裂 と い う と 陣痛促進剤が普通絡んで く る も のですか ら 、 陣痛促進

剤を使ったのは どの ぐ らいあったのかな と い う のは、 これは僕のただ単な る興味で、 こ の

表は これでいい と思いますが、 も し分かれば教えて頂け る と あ り がたい と思います。

○池ノ 上委員長 10ページの表 1 - 4 - 7 ですれ

0箕浦委員 この表はこの表でいいと思 う んですが 、 昔か ら陣痛促進剤 と子宮破裂を結び

つけ る考え方があ り ますので、 そ う い う も のが実際陣痛促進剤が どの ぐ らいあったのかな
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と い う 、 これは個人的な興味で、 この表はこ のま まで結構だと思いますけれども 。

○事務局 (御子柴) 陣痛促進剤、 つま り 子宮収縮薬を使用 して子宮破裂を した事例は今

の と こ ろはございません。 今後また新しい事例が出た際に記載方法についてご相談させて

頂き ます。

○池ノ 上委員長 あ り が と う ございま した。 以上でよ ろ しいで し ょ う か。

それでは、 次へ移 らせて頂き ます。

脳小型麻痺発症の主たる原因について 、 ご説明お願い します。

( 2 ) 脳陸麻痺発症の主たる原因について

○市塚客員研究員 資料 5 及び資料 6 を併せて ご覧頂きたい と思います。

まず、 資料 5 ですが、 ｢産科医療補償制度の補償対象事例における脳◆聾麻痺発症の主た

る原因について｣ と い う こ と です。

｢ 1 . 分析対象｣ と してイ ンクルージ ョ ン と エク ス クルージ ョ ンク ライ テ リ アについて

分析橡を詳 し く 書い‘あはす。 分析橡辺Iであ, と い う ‘ と 。 , 級相当が■、
“級不一等.であ→た と い う " な どを細か く 書いてあ り ます。
2 番に、 ｢脳↑塑麻痺発症の主たる原因の分類の考え方｣ と い う と こ ろですが、 分析対象

におけ る脳′盤麻痺発症の原因は、 大き く 分けて分娩開始前も し く は分娩中の胎児の低酸

素 ･ 酸血症等、 も し く は出生後の新生児の低酸素 ･ 酸血症の二つに大別 されるわけであ り

ます。

本分析は、 原因分析報告書を も と を こ分類して集計してあ り ま して、 その原因分析報告書

の中の ｢脳↑型麻痺発症の原因｣ と い う 項に記載されている内容から 、 脳↑甕麻痺発症の主た

る原因を抽出 させて頂き ま した。

こ の脳↑塑麻痺発症の原因については、 色々 な記載方法があ り ま して 、 資料 6 の表 1 に報

告書の表現が一覧で示 してあ り ますが 、 原因分析報告書の ｢脳心地麻痺発症の原因｣ と い う
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項の中で、 こ の よ う な表現に当たる も のを分類 させて頂いてお り ます。 それが資料 5 の 2

番にな り ます。

資料 5 の 3 番、 分析対象の脳↑蜜麻痺発症の主たる原因。 2 番で示した表現の よ う な原因

分析報告書の記載を、 全て集計した も のを次の 4ページの蔑む示 させて頂いてお り ます。

表○ -○- 3 『産科医療補償制度の補償対象事例における脳↑塑麻痺発症の主たる原因｣

　　　　　　　　　　　　　　　　
る事例 と な り ま した。 複数の原因については ｢重複あ り ｣ と い う 形で、 早剥 と臍脱 と か内
訳を示してあ り ます。 一方、 は ｢原因が明 らかでないまたは特定困難｣ な事

例 と なってお り ます。

こ の よ う & こ主た る原因を分類する こ と " こ よ り 、 臍帯脱出です と か常位湖剤盤早期剥離な ど、

直ちに児の娩出を試みても不可逆的な低酸素症を改善でき ない事例も あ り ま した。 こ う い

った主た る原因で多かった常位胎盤早期剥離です と か臍帯脱出、 臍帯脱出以外の臍帯因子、

こ の よ う な も のに関 して、 早期発見や危険因子の適切な管理ですと か、 分娩時の胎児管理

な ど と いった視点から再発防止策を考察する こ と が今後の重要な課題と なる と思いますの

で、 あえて こ の よ う る こ主たる原因を分類させて頂いてお り ます。

も う ち ょ っ と こ の主た る原因について分か り やす く 概念を示した も のが、 資料 6 - 1 に

な り ます。 資料 6 のm- 1 、 図 1 を ご覧頂き たい と思 う んですけれども 、 図 1 に分類の枠

組み と い う のがあ り ます。

こ の分類の枠組みの①、 脳性麻痺発症の直接的病態 と あ り ます。 こ の直接的病態は、 や

は り 分娩開始、 ま たは分娩中の胎児の低酸湧き 酸血症、 あ 揉ま先ほ どお話し しま した よ う

に 、 出生後の新生児の低酸素 ･ 酸血症等が直接的原因になろ う かと思いますが 、 本分析の

主た る原因 と い う のは、 こ の①の原因 、 例えば常f湖台盤早期剥離であ り ます と か臍帯脱出、

子宮破裂等、 これを主たる原因 と い う ふ う に定義させて頂いてお り ます。
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ま た、 こ の②の脳↑幽麻痺発症の主た る原因については、 こ の概念図の③に、 ②の要因 と

致しま して妊娠高血圧症候群です と か、 前期破水です と か、 臍帯下垂、 こ う い う ②の要因

が挙げ られますので、 こ う いっ た こ と " こついては今後それぞれのテーマ ごと の と こ ろで分

析させて頂きたい と い う ふ 効こ考えている訳でございます。

こ の主た る原因をなぜこの よ う に分類したか と い う 根拠につき ま しては、 以前もお話し

しま した よ う に 、 死亡診断書の記載に倣いま して こ の よ う な枠組みに させて頂いてお り ま

すけれども 、 資料 6 の 2 ページ〉点線で囲んである と こ ろです。 死亡診断書の死亡原因に

ついては、 (ア ) 直接死因、 (イ ) アの原因、 ( ウ ) イ の原因 と あ り ます。 本分析の脳性

麻痺発症の主た る原因の分類にあえて相当 させる な ら ば、 こ の (ア) 直接死因が低酸素も

し く は酸血症に当た り ま して。 (イ ) のアの原因 と い う も のが今回の主た る原因に相当する

と い う ふ う に考えて頂ければよ ろ しいかと思います。 以上です。

○池ノ 上委員長 あ り が と う ございま した。 前回、 少 し議論を頂いた と こ ろですが、 事務

局 と して こ の よ う な修正を加えて頂き ま した。 いかがで し ょ う か。 何かご発言ございます

か。 少 しすっ き り した と い う ふ う に思いますが、 よ ろ しいで し ょ う か。

○勝村委員 この こ と し こ関 して具体的な意見ではないんですけれども 、 原因分析を整蟹田目 し

て本当に再発防止に生かすと した ら 、 やっぱ り 大き く カテ ゴ リ ー と して二つに分け る と い

う 発想は、 僕はいる と思っていて、 一つは、 患者側の病態 と い う か、 そ う い う 要因で何か

浮かび上が る 。 も う 一つは、 やっ ぱ り 医療介ん ど う い う 介入があった と き に ど う い う 事

故につながっているかと い う 、 その二つが しっか り 浮かび上が る と い う ふ う な こ と が次の

再発防止につなが る 。 具体的に患者はど う していった らいいのか、 それから医療機関はど

う していった らいいのか、 と い う こ と です。

だか ら 、 本当の 目 的 と い う のはそ こ なので、 そ こ 乙 こつなが る よ う にあ く ま でも原因分析

委員会が と り あえず主たる原因 と 書いた こ と をま と めて概観するのが役割なんで し ょ う け

れども 、 その二つに絞ってい く こ と で次の再発防止につながってい く と思 う ので、 何かそ
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う い う 方向性も見据えてやっていってほ しいな と思 う んですけれども。

○池ノ 上委員長 あ り が と う ございま した。 おっ しゃ る通 り で、 メ ト ロ イ リ ーゼだ と か、

そ う いっ たこ と は 、 当然、 今の よ う な介入のや り 方 と か、 介入前後のやるべき項 目 だ と か

と い う こ と を少 しずつ集めてい く と い う こ と で、 同 じ よ う なステ ップになってい く ん じゃ

ないかと 思いますけ ど。

○勝村委員 例えば今回のテーマでも 、 月舘盤早期剥離について と い う テーマがあ り ますよ

れ あれは さ っ き の二つで言えば前者の方で、 残 り の こ と に関 しては、 分娩監視 と 力漁蘇生

と あ り ますけれども 、 僕は ど う い う 介入の仕方と い う 分類も ある と思 う んですよ為

だか ら 、 最終的にそ う い う ふ う に 、 じや あ 、 次のテーマ、 また次のテーマ 、 何が大事か

と い う のがやっ ぱ り 浮かび上がって く る と い う ためのその手法 と して原因分析委員会の報

告書を傭敵しているわけなので、 そ う い う こ と につながってい く よ う な 、 非常に難しいこ

と だと思 う んですけれ ど も 、 そ う い う コ ンセプ トみたいな も のを しっか り 持ってお願い し

たいな と 思います。

○池ノ 上委員長 あ り が と う ございま した。 恐 ら く 、 今回の色々 な検討で何が問題かと 、

わが国の現在の産科医療で何が問題か と い う こ と がだんだんだんだん浮かび上がってき た

と い う こ と こ ろで、 こ う い う 常イ湖窟盤早期剥離と かそ う いっ た も のが浮かび上がってき て

いますので、 今度はそれを少な く する ためには、 今、 勝村委員がおっ しゃっ た よ う な視点

か ら のまた分析と い う の も今後は必要になって く るだろ う と い う ふ う に思います。 また 、

そ う いった視点も考慮しなが ら 、 データ の分析 ･ 整理と い う の も続けていって も ら えた ち

と い う ふ う に思います。

他には何かご発言ございますか。

○小林委員 今まで何度も出てきていて 、 ち ょ っ と 、 今、 気がついたんですが、 1 ページ

目 の 2番の最初の 2行、 ｢分娩開始前または分娩中の｣ と い う の と 、 それか ら ｢出生後の

……二つに大別 される ｣ と い う 文章があ るんですが 、 これは後ろのほ う を読んでいって も 、
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その大別 した分類は出て こ ないので、 果た して こ こで必要なのかな と い う 気は致します。

かえって こ の文章がある と 、 最後まで読んで、 例えば4ページ 目 の表○ -○ - 3 がその大

別の結果なのかと … 。 でも 、 そ う ではないので、 こ の 2行はい ら ないよ う な気が しま

す。 少な く と も こ の分析では大別する必要はない と い う 気が します。

○池ノ 上委員長 最初の 2 行を。 そ う ですね。 事務局の意見 と してはど う ですか。

○事務局 (御子柴) 今のご指摘の文章の次の文章に、 ｢脳↑專麻痺発症の原因を概観する

ために、 これ ら の胎児および葉折生児の低酸素 ･ 酸血症等の原因を……主たる原因 と して分

類し集計している ｣ と い う 文章につなげるための文章で今回追記してお り ます。 これが分

か り 蔦 こ く い と い う こ と で削除する と い う の も一つでございます。 また、 根本的な分類の考

え方と して記載致しま したので、 その次の文章につながって分か り やすいよ う な記載に工

夫 させて頂いて 、 次回、 またご検討頂け る よ う に修正したいと思います。

○池ノ 上委員長 はい。 よ ろ し く お願い します。

他には何かご発言ございますか。 よ ろ しいで し ょ う か。 ど う も あ り が と う ございま した。

その他について、 事務局、 お願い致します。

3 ) その他

○事務局 (原) 最後に、 その他 と しま して 、 L点ご報告でございます。

本f榑資料の 3 ページをご覧下さい。 次第のついた資料の 3 ページを ご覧下 さ い。

1 2月 初めに分娩機関等へ一斉送付しま したこ ち ら の妊産婦向けの早荊チラ シ等について

のその後の状況についてのご報告 と な り ます。

まず一つ 目 の○の と こ ろですけれども 、 送付 してすぐに 日本周産期 ･ 新生児医学会 と 日

本未熟児新生児学会のそれぞれのホームページにチラ シや提言の リ ンク を掲載頂き ま した。

また二つ 目 の と こ ろですけれども 、 勘縊設のホームページにチラ シを掲載された分娩機

関 も ございま した。
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そ して、 日 本助産師会か らは、 チラ シ と ポス ター各1 00部について送付依頼がございま

した。

そ“他、 発あら綿週間“圈“問い合わせ薦 ･ ま して 分娩機関か ら “問い合わ
せが■ 行蟻関や関係団体なあら“問い合わせ,固め一てお ,肘。
問い合わせ内容 と しま しては、 主に追加送盪寸を希望する内容でして、 制度のホームペー

ジに掲載してお り ますP D F フ ァ イルを活用頂 く よ う ご案内 してお り ます。 以上でござい

ます。

○池ノ 上委員長 はい。 あ り が と う ございま した。 委員の先生方か ら何かただいまのチラ

シの件 と かについて ど う ぞ。

○岩下委員 今のチラ シが産婦人科学会に送 られてき ま したが 、 常務理事会で、 こ う い う

も の を医療機関に配る のである な らば、 産婦人科医会 と 学会の名前も一緒に載っ けて頂け

れば と い う 意見が出てお り ま したので。

○池ノ 上委員長 はい。 あ り が と う ございます。

○藤森委員 も う 一つ、 これは う ちの外来のほ う から 出た意見なんですけれども 、 ち ょ っ

と ポス ターが小 さ く て と い う 話があって、 やっ ぱ り 貼る と き も小さい と患者さ んが見づ ら

い と い う こ と があっ て 、 今後機会があった ら も う 少 し大き 目 る こ作っ て頂き たい と い う のは、

ポス ターに関 しては。 チ ラ シではな く て。 それは意見 と して出ていま した。

○池ノ 上委員長 あ り が と う ございます。 他にはよ ろ しいで し ょ う か。 ど う も あ り が と う

ございま した。

では、 あ と事務局、 何かございますで し ょ う か。

○藤森委員 確認させて も ら っ て よ ろ しいですか。

○池ノ 上委員長 はい、 ど う ぞ。

○藤森委員 常位瑚剤盤早期剥離のデータが前回出ていま したけれども 、 あち ら のデータ も

最終版では188で直って出て く る と い う こ と でよ ろ しいですか。
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○事務局 (御子柴) はい。 左様でございます。 次回の委員会の際に、 全テーマについて

ご審議頂きますので、 その際には更新した件数でお示 し致します。

○池ノ 上委員長 では、 事務局からお願い致します。

○事務局 (原) 次回、 2 月 4 日 の委員会につきま して 、 再度時間延長のお願いでござい

ます。

次回の委員会では、 これまでの全てのテーマ と数量的分析、 全て通 しでも う 一度審議を

行いたいと思いますので、 終了時間が 6 時の予定になっていますけれども 、 6 時半 と させ

て頂き たい と 思います。

それ と も う 一点。 こ のポケ ッ ト版は機構のほ う で委員の先生方用に購入してお り ます

ので、 こ ち ら はお持ち帰 り 頂いて結構でございます。 以上と な り ます。

○池ノ 上委員長 それでは、 以上で今回の再発防止委員会を終わ らせて頂き ます。 ち ょ っ

と 私の不手際で30分ほ ど超過 して しまいま した。 申 し訳ございません。 ど う も あ り が と う

ございま した。

○上田理事 あ り が と う ございま した。
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